
令和７年度第１回 

杉戸町総合振興審議会 杉戸町まち・ひと・しごと創生有識者会議 

次第 

 

日時：令和７年６月１６日（月） 

午前１０時００分～ 

場所：杉戸町役場 第二庁舎２階第１・第２会議室 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 諮問 

（１）第６次杉戸町総合振興計画 第４次実施計画の事務事業評価について 

 

４ 議事 

 ＜事務事業評価＞ 

（１）第６次杉戸町総合振興計画 第４次実施計画及び第２期杉戸町まち・ひと・しごと創

生総合戦略の事務事業評価について 

 ＜後期基本計画策定＞ 

（２）第６次杉戸町総合振興計画 後期基本計画について 

 

５ その他 

 

６ 閉会 
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・資料４ 第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略 個別評価調書（令和６年度実績） 
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・資料６ 第６次杉戸町総合振興計画後期基本計画（素案） 
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総合振興審議会 事務事業評価の実施について 
第６次杉戸町総合振興計画第４次実施計画・第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

１ 事務事業評価の目的 

事務事業評価（外部評価）とは、各種計画に沿って町が行っている事業の成果を行政内部の

みではなく、広く公開して、住民の意見を取り入れ、今後の行政運営の参考とするものです。 

 

２ 事務事業評価の方法 

（１）評価手順 

  以下の３段階で評価を実施します。 

① 第１次評価（内部評価－担当課長） 

各担当課が所管する事業について、担当課長が評価します。 

 

② 第２次評価（内部評価－町長）  

第１次評価結果（担当課長評価）について、実施計画の進行管理を担当する総合政策

課が集計した後、町長が評価します。  

 

③ 第３次評価（外部評価）  

行政評価に住民の意見を反映するため、外部評価として、杉戸町総合振興審議会（ま

ち・ひと・しごと創生有識者会議）にて、計画に掲げられた各事務事業の中から事業を

選定し、評価します。 

 

（２）第３次評価（事務事業評価）の流れ 

① 町長より諮問 

第１回会議（６月１６日（月））にて、町長より総合振興審議会へ事務事業評価につ

いて諮問します。 

 

② 担当課による説明 

第２回会議（７月１６日（水））にて、事務事業評価の対象事業担当課による事業説

明及び事業実績の説明、委員との質疑応答を行います。 

 

③ 委員による評価シート（意見シート）の作成 

事務事業評価の対象事業について、下記「５ 事務事業評価の視点」により評価及び

意見をいただきます。 

 

④ 答申書（報告書）案の作成 ※事務局 

事務局にて評価シート（意見シート）のとりまとめを行い、答申書(報告書)案を作成

します。 

 

⑤答申書（報告書）の完成、町長への提出 

   完成した答申書（報告書）を会長から町長へ提出します。 

提出された答申書（報告書）の内容は、庁内全体に共有し、必要に応じて事業の改善

を図ります。また、実施計画の見直しや翌年度予算編成の際の参考とします。 

資料１ 
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３ 今年度の事務事業評価対象事業 

前年度中に、委員に対して実施した評価希望事業アンケートの結果等をふまえて、下記の事

業を選定しております。第２回会議（７月１６日（水））にて担当課より説明する予定です。 

 

＜第６次杉戸町総合振興計画 第４次実施計画＞ 

 事業番号 事 業 名 担 当 課 

１ １３ 子育て支援センター運営管理事業 子育て支援課 

２ ３６ 生涯スポーツ推進事業 社会教育課 

 

＜第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略＞ 

基本目標２ 杉戸町への新しいひとの流れをつくる （４）シティプロモーションの推進 

 事業名 担当課 

1 移住・定住の促進 

具体的な事業：移住・定住プロモーション事業 
総合政策課 

 

４ 事務事業評価の視点    

＜第６次杉戸町総合振興計画 第４次実施計画＞ 

第６次杉戸町総合振興計画に掲げる将来像及び８つの未来像に対し、これまで実施してきた

事業が実績として表れているか、次の３つの項目について評価及び総合評価をいただきます。 

事業の評価 評価の視点 評価項目 

① 事業の 

  有効性 

主要施策の推進に対して、効果が出

ているか。 

１．有効性が高い    ２．一定の有効性がある 

３．有効性に疑問がある ４．有効性が低い 

② 事業の 

  効率性 

事業費に対して、効果が得られてい

るか。 

１．効率性が高い    ２．一定の効率性がある 

３．効率性に疑問がある ４．効率性が低い 

③ 事業の 

  妥当性 
手段（事業範囲や規模等）は適正か。 

１．妥当性が高い    ２．一定の妥当性がある 

３．妥当性に疑問がある ４．妥当性が低い 

総合評価 １．順調である   ２．おおむね順調である   ３．改善の必要がある 

 

＜第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略＞ 

４つの基本目標における数値目標に対し、これまで実施してきた施策・事業が実績として

表れているか、目標に近づいているか等を確認し、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

を踏まえて、人口減少対策への妥当性や必要性などを評価します。 

評価の基準 

Ａ・・・人口減少対策として、非常に効果的である。 

Ｂ・・・人口減少対策として、一定程度の効果がある。 

Ｃ・・・人口減少対策としての効果が感じられない。 

 



第６次杉戸町総合振興計画　第４次実施計画　個別評価調書

課名 子育て支援課

担当者名（担当）

・内線
西川　３７－１５０４

新規・継続

・一部新規
一部新規

国庫補助

県補助

地方債

その他

一般財源

国庫補助

県補助

地方債

その他

一般財源

予算額

（千円）

総事業費

財源内訳

実施内容

〇子育て支援センター運営管理

・年間来館者数　36,217人（内訳：杉戸25,091人、泉8,284人、ポラーノ2,842人）

〇子育てひろば、子育て講座、誕生会等の実施

・子育てひろば　73回（杉戸37回、泉36回）・お楽しみ会その他イベント57回（杉戸20回、泉37回）

・子育て講座　38回（杉戸17回、泉21回）

〇子育てに関する相談、子育て情報の提供、関係機関との連携

・相談件数　211件（杉戸171件、泉40件）・保健師相談会　（杉戸5回）

・ほめる子育て講座　全4回（こども家庭センター共催　参加者延べ21名、補講7名）

〇一時預かり事業の実施（杉戸のみ）

・一時預かり保育利用者　226人

事業効果

実施内容

〇子育て支援センター運営管理

〇子育てひろば、子育て講座、誕生会等の実施

〇子育てに関する相談、子育て情報の提供

〇関係機関との連携

〇一時預かり事業の実施（杉戸子育て支援センター）

R6実績

R6計画

35,374

9,012

子育てに関する相談及び助言、交流と遊びの会の実施、子育てに関する情報提供により、親の孤独感や不安感の解

消を図る。また、子育てサークルやボランティアの育成などの支援につながる。

9,012

0

1,608

15,742

個別事業名

未来像

子育て支援センター運営管理事業

1まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち

事業概要

主要施策 2地域ぐるみで子育てができる環境づくり

乳幼児及びその保護者が相互交流を行う場所として杉戸子育て支援センター、泉子育て支援センター、地域子育て

支援センター「ポラーノ広場」を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行う。

43,969

9,277

9,277

389

決算額

（千円）

総事業費

財源内訳

25,026

資料２－１
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R6末実績 R７末目標

85.5% 80.0％

評価

総合評価（2次評価） 評価の理由

1.順調である

成果指標である「子育て支援センター利用者満足度」が目標を上回っており、実施内容の効果が現

れていると評価できる。

子育て支援センターが相談や交流の場として、気軽に利用できるよう今後も取り組んでいくこと。

令和６年４月に「ココティすぎと」複合施設２階に杉戸子育て支援センターがオープンしたこと

で、子育て家庭における支援センターへの関心度が高まっている。来館者数も増加し、未就園親子

だけではなく、小・中学生においては、放課後の子ども達の居場所にもなっている。

評価項目

・事業費に対して効果が得られ

ているか

関連する成果指標（KPI）

1.順調である

総合評価 評価の理由

「ココティすぎと」複合施設２階には、杉戸子育て支援センター、ファミリー・

サポート・センター、こども家庭センターも併設されている。そのため、子育て

支援に係る相談業務等をそれぞれの部署と連携を図りながら、効率的かつ効果的

なサポート・支援をすることができていると考える。

杉戸子育て支援センターは「中央・南地区」、泉子育て支援センターは「東・泉

地区」、地域子育て支援センター「ポラーノ広場」は「西地区」に配置されてい

ることから、概ね町内全体を網羅していると考える。

効率性

1.効率性が高い

1.妥当性が高い

妥当性

・手段（事業範囲や規模等）は

適正か

子育て支援センター利用者満足度

子育て家庭のコミュニティの場を提供することをはじめ、情報提供や各施設の地

域性、特性を活かした運営を行った。また、オープンと同時に、一時預かり保育

事業を開始し、仕事や急な用事だけではなく、育児疲れやリフレッシュなどでも

利用ができるので、利用者からも好評を得ている。

評価の理由

担当課評価

有効性

・主要施策の推進に対して効果

が出ているか

1.有効性が高い

― 2 ―



第６次杉戸町総合振興計画　第４次実施計画　個別評価調書

課名 社会教育課

担当者名（担当）

・内線
松本・485

新規・継続

・一部新規
継続

国庫補助

県補助

地方債

その他

一般財源

国庫補助

県補助

地方債

その他

一般財源

15,056

3,066

決算額

（千円）

総事業費

財源内訳

11,990

個別事業名

未来像

生涯スポーツ推進事業

3生涯を通じて学び、郷土に愛着を持てるまち

事業概要

主要施策 11多様なスポーツ活動の普及促進

社会体育関係団体の育成、各種スポーツイベント・健康づくり事業による生涯スポーツを推進する。

また、社会体育施設の設備充実と利便性向上、学校体育施設の開放による活動場所を提供する。

事業効果

実施内容

〇スポーツイベント、新春マラソン大会、県民総合スポーツ大会、レクリエーションスポーツフェア、地域創生に

向けた各種スポーツイベントの開催

〇社会体育施設や学校体育施設の開放、維持管理

〇社会体育団体に対する補助（杉戸町スポーツ協会、杉戸町スポーツ少年団）

○高校体育館等の一般開放の可能性調査及び柔剣道場の必要性調査

R6実績

R6計画

16,556

0

町民の健康と体力の向上のほか、生涯スポーツを通じた地域コミュニティづくりを推進することができる。

0

0

3,182

13,374

予算額

（千円）

総事業費

財源内訳

実施内容

〇スポーツイベント等

・スポーツフェスティバル　約4,000人来場（19ブース設営）

・新春マラソン大会　1,360人エントリー（1,210人完走）

・レクリエーションスポーツフェア（高野台桜まつり同時開催）

・その他、モルック大会やサッカー大会等開催

〇施設維持管理

・南テニスコート（クレーコート整備、オムニコート補修修繕、トイレ修繕）

・学校開放事業のための体育館清掃、学校開放調整会議

・社会体育施設維持管理（トイレ汲み取り、建物保険、除草作業）

〇補助

・スポーツ協会、スポーツ少年団、マラソン大会への補助及び運営

資料２－２
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R6末実績 R７末目標

37.1% 45.0％

20,044件 26,702件

評価

週1 回以上スポーツする人の割合

人々の活動がコロナ禍以前に戻り、また健康志向の高まりにより、スポーツ活動

をする人が増加となった。また、希薄になった人と人との交流が増え、賑わいが

創出できるほか、人々が健康になることで、社会保障費の軽減にも非常に有効で

あると考えられるため。

評価の理由

担当課評価

有効性

・主要施策の推進に対して効果

が出ているか

1.有効性が高い

2.おおむね順調である

総合評価 評価の理由

体育施設利用件数

スポーツ施設の老朽化は著しく、修繕や改修の必要性が増し、また、物価高騰や

人件費の増額など、事業費の高コスト化は否めない。

しかし、スポーツ活動が人々の心身ケアに必要な要素であるため、費用対効果と

いう視点で考えると、一定の効果であったと評価できるため。

事業規模等については見直す必要があるが、イベント等に参加される方々からは

高評価をいただいている状況である。一方で、施設維持に費用がかかっている現

状から、受益者負担の原則に立ち返り、特に、無料開放している施設利用は有料

化していく必要があると考えられるため。

効率性
2.一定の効率性

がある

2.一定の妥当性

がある

妥当性

・手段（事業範囲や規模等）は

適正か

総合評価（2次評価） 評価の理由

2.おおむね順調である

成果指標である「週1 回以上スポーツする人の割合」は目標を未達成であるが、基準値より向上し

ているおり、事業効果が現れていると評価できる。

今後の町のスポーツ活動の普及促進に効果があるため、継続して取り組んでいくこと。

スポーツ活動を行う人々が増加傾向にあることや各種イベント参加者から高評価をいただいている

こと、また、リピーターも多くいることから、非常に有効な事業である。これにより、町民が今よ

りも健康になることは、他分野に対し、好影響をもたらし、相乗効果が図れる。

一方で、施設の維持管理には多くの費用を要し、逼迫した財政状況の中、事業や施設を維持するた

めには、受益者負担は必要不可欠である。

今後においても、町民の皆様がよりスポーツに親しみやすくなるようなイベント実施を目指すとと

もに、町の財政状況、近隣自治体の動向等を踏まえ、施設維持手法などについて調査研究していく

ことが必要である。

評価項目

・事業費に対して効果が得られ

ているか

関連する成果指標（KPI）

― 2 ―



第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略　個別評価調書（令和６年度実績）

課名 総合政策課

担当者名（担当）

・内線
間中（政策行革担当）内線209　

国庫補助

県補助

地方債

その他

一般財源

①子育て世帯移住・定住促進奨励金の交付

町外からの転入55世帯・181人、町内での転居18世帯・69人、合計73世帯・250人（大人144人、子ども106人）に

対して、奨励金1,760万円を助成し、年少人口の増加に寄与した。

②移住・定住PR冊子の発行

町内外の若い世代や子育て世代をターゲットに、町公式シティプロモーションサイト 「スギトゴト」 のブランド

イメージ『このまちには「　　 」がある』を踏襲し、「何もない」と言われがちな杉戸町で「あるもの探し」によ

り発見した魅力を発信する冊子を作成した。冊子は、より多くのターゲット層に手に取っていただけるように多彩

な写真をメインにし、記事を町公式シティプロモーション特設サイト「スギトゴト」に掲載する方式をとって作成

した。今後は冊子を用いて、移住定住のＰＲに取り組む。

＜冊子発行にあたっての実施内容＞

■移住者や地域で活動している人材へのインタビュー

■このまちには「　　」があるツアーの実施

■このまちには「　　」があるアイテム（缶バッジ）の作成

③移住イベント等でのPR

埼玉県及び東武鉄道が主催する埼玉県への移住ＰＲイベント「おいで埼玉！」にブースを出展し、町のＰＲを実施

した。

④シティプロモーション特設サイトでのPR

移住・定住PR冊子と連動した記事の掲載を実施した。

⑤その他

結婚・移住情報を紹介しているインターネットサイト「縁結び大学」にて、杉戸町の移住情報を掲載する。

実施内容

個別事業名

基本目標

移住・定住促進事業

２ 杉戸町への新しいひとの流れをつくる

事業概要

施策 （５）移住・定住の促進

選ばれる町・住み続けたい町となるよう、転入による移住者や町内転居による定住者の増加に向けたプロモーショ

ンを実施する。

実施内容

○子育て世帯移住・定住促進奨励金の交付

○移住・定住PR冊子の発行

○移住イベント等でのPR

○シティプロモーション特設サイトでのPR

R６実績

R６計画

22,099

0

予算額

（千円）

総事業費

財源内訳

少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、子育て世代や若い世代の増加により、町の活性化や地域の担い手不足

の解消を図る。

1,049

0

0

21,050

事業効果
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国庫補助

県補助

地方債

その他

一般財源

R６末実績 R７末目標

38人 94人

決算額

（千円）

総事業費

財源内訳

18,699

評価の理由

0

1,000

0

0

　「基本目標２ 杉戸町への新しいひとの流れをつくる」の数値目標である「人口の社会増減」に

ついては、社会減を低くする目標に対して、毎年社会増となっている。

　また、施策「（５）移住・定住の促進」の成果指標（ＫＰＩ）である「年少人口の転入超過数」

については、目標値には達していないが毎年転入超過を維持している。

　よって、移住・定住促進事業の成果が一定程度効果をあげており、おおむね順調であると評価で

きる。今後も移住・定住者への支援を行うとともに、ＰＲ冊子等を活用して町の魅力を町内外に発

信し、町に関心を持つ人や町づくりにかかわってくれる人を増加させることで、新しい人の流れを

つくるよう事業に取り組むこと。

評価項目

関連する成果指標（KPI）

2.おおむね順調である

2次評価　総合評価 評価の理由

年少人口の転入超過数

19,699

担当課評価

Ｂ人口減少対策として、一定程

度の効果がある。

町の魅力を町内外に発信するため、町を知るツールとして冊子を作成し、今後の移住定住ＰＲ活動

の基本資料を確立できた。また、当町へ移住定住した方への支援として子育て世帯移住・定住促進

奨励金の交付を行い、人口の社会増や年少人口の増加を図ることができた。
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第１章 総合振興計画後期基本計画の策定に当たって  

 

１．総合振興計画後期基本計画策定の背景 

 

本町では、現在の社会情勢や本町が抱える課題等を踏まえ、総合的かつ計画的な町政運営を図りな

がら、持続可能で、魅力のあるまちづくりを推進することを目的に、今後 10 年間に杉戸町が目指すまち

の姿を描いた「第６次杉戸町総合振興計画」を令和３（2021）年３月に策定し、様々な施策を推進して

きました。 

一方、国全体の社会情勢を見ると、人口減少や少子高齢化の進展、地域コミュニティの結び付きの低

下や社会保障関係費の増加などの様々な影響のほか、多発する自然災害、感染症拡大に伴う対策、イン

フラの維持管理、DX（デジタル・トランスフォーメーション）の必要性の増大など、新たな課題等を含めた

対応が求められています。 

そこで、前期基本計画の計画期間が令和７（2025）年度をもって終了することから、これまでの取組を

評価するとともに、新たな課題等に対応し、本町の目指す将来像を実現するために、令和８（2026）年度

から令和 12（2030）年度までの５年間を計画期間とする「第６次杉戸町総合振興計画後期基本計画」

（以下「本計画」という）を策定しました。 

なお、本計画の策定に合わせ、「杉戸町デジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと

創生総合戦略」を一体的に策定するとともに、「杉戸町行政改革大綱」を統合しています。 

 

 

２．計画の位置付け 

 

総合振興計画（基本構想・基本計画）は本町の最上位計画であり、町の特性や課題、社会情勢などを

見極めながら、戦略的な町政運営を行うためのまちづくりの基本指針となります。 

この計画策定に当たっては、町民アンケートや町民ワークショップなどを通して町民のニーズや提案を

把握し、それらを踏まえたものとしています。 
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３．個別・関連計画との関連性 

 

（１） 総合振興計画とまち・ひと・しごと総合戦略との関連性 

 

杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、人口減少対策の方針として位置付けられている計画です。

この度、第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間満了に伴い策定する「杉戸町デジタ

ル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生総合戦略」は、目的と方向性が総合振興

計画と共通していることから、本計画と一体的に策定することとします。 

また、計画期間については後期基本計画と合わせ、目標年次を令和 12（2030）年度とし、具体的

な取組とＫＰＩ（重要業績評価指標）については、実施計画に位置付けた上で事業を推進していきます。 

 

（２） 行政改革大綱との関連性 

 

本町では、令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間を推進期間とする「第７次杉

戸町行政改革大綱」を作成し、行政の合理化等により健全な財政基盤を確立し、安定した住民サービ

スを提供していくための取組を推進してきました。 

「行政改革大綱」につきましては、総合振興計画基本構想に掲げられている「まちづくりの基本理

念」、「まちの将来像」、それに向かって推進する「まちの未来像」ごとの取組の下支えになっており、「ま

ちの将来像」の実現に寄与する関係性にあります。そのため、前期基本計画の未来像８「信頼される行

政運営を推進するまち ＜行財政運営＞」を「持続可能な町政運営を推進するまち ＜行財政運営＞」

としたうえで「行政改革大綱」として位置付け、本計画と一元的に推進・管理することとします。 
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４．総合振興計画の構成と期間 

 

（１） 総合振興計画の構成 

 

総合振興計画は、本町の最上位計画であるとともに、行財政マネジメントの羅針盤となる計画です。 

 

基本構想 
基本構想は、本町の将来の姿を示し、その実現に向けての 

基本的な考え方を示すものです。 

  

基本計画 

基本計画は、基本構想を実現するために取り組むべき主要 

な施策を定めたもので、本町の各分野の現状と課題を 

明らかにするとともに、各施策の方向性を示すものです。 
  

実施計画 
実施計画は、基本計画に掲げる施策を実現するため 

の主要な事業内容を具体的に示すものです。 

 

 

（２） 総合振興計画（基本構想・基本計画・実施計画）の計画期間 

 

基本構想は、令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までとなります。 

基本計画は、前期基本計画が令和３（2021）年度から令和７（2025）年度まで、後期基本計画が

令和８（2026）年度から令和 12（2030）年度までとなります。また、実施計画は３年間を一単位とし

て、毎年度見直す（ローリング）構成となります。 

 

 ─令和３（2021）～令和７（2025）年度─ ─令和８（2026）～令和 12（2030）年度─ 

   

 

実施計画：毎年見直し（ローリング方式） 実施計画：毎年見直し（ローリング方式） 

 

 

実施計画 

（3か年計画・毎年度見直し） 

基本 

構想 

基本 

計画 

実施 

計画 

３年 
３年 

３年 

３年 

３年 

３年 

３年 
３年 

２年 

１年 



  

11 

 

第２章 杉戸町の現況及び社会動向、そして課題 

 

１．杉戸町の概況 

 

（１） 位置と交通 

 

本町は埼玉県の北東に位置し、都心から 40km 圏内、東は江戸川を隔てて千葉県野田市、西は大

落古利根川を境に久喜市と宮代町、南は春日部市、北は幸手市と接しています。 

東西約 10 キロメートル、南北約７キロメートルの鷲（ワシ）の形をした地形となっており、町域の大部

分は海抜６m 前後ですが、西部の大落古利根川沿いに残る自然堤防地域や、東部の江戸川沿いの地

域など海抜 10m 前後の台地状の地域も散在しています。 

町を取り巻く交通網は、国道４号、国道４号バイパス、旧日光御成街道などが町内を通過しているほ

か、首都圏中央連絡自動車道も隣接しています。 

また、中心市街地には東武動物公園駅が隣接し、東武スカイツリーラインから、東武伊勢崎線、東武

日光線の分岐点となっており、西地区には東武日光線の杉戸高野台駅があります。 

 

 

  



  

12 

 

田
36%

宅地
23%

畑
12%雑種地

4%

山林
1%

池沼
0%

原野
0%

その他
24%

地目別面気構成比
（総面積30.03㎢）

1,003

838

788

581

608

574

7,818

7,201

6,485

5,532

5,451

5,022

14,020

15,360

15,331

15,037

14,354

14,333

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

H7

H12

H17

H22

H27

R2

（人）

（年度）

産業別就業人口の推移（人）

第１次産業 第２次産業 第３次産業

4.4

3.6

3.5

2.7

3.0

2.9

34.2

30.8

28.7

26.2

26.7

25.2

61.4 

65.6 

67.8 

71.1 

70.3 

71.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H7

H12

H17

H22

H27

R2

（年度）

産業別就業者構成比率の推移（％）

第１次産業 第２次産業 第３次産業

（２） 土地利用状況 

 

本町の総面積については、30.03 ㎢です。地目別に見ると田（36%）が多く、次いで宅地（23%）、

畑（12%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：統計すぎと（令和 5年度版） 

 

（３） 主要な産業 

 

本町の就業人口については、平成 12（2000）年をピーク減少し、特に第１次産業の就業人口の減

少の割合が顕著となっています。 

一方、就業人口に占める第３次産業就業者の割合は増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査  
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（４） 財政状況の推移 

 

本町の歳入歳出決算については、施設整備等の影響による変動があるものの、令和元（2019）年

度までは概ね 120 億円前後で推移していましたが、新型コロナウイルス感染症への対応等を要因と

して、令和２（2020）年度に大幅に増加し、令和４（2022）年度は歳入が 157．８億円、歳出が 151

億円となっています。令和２（2020）年度に歳入及び歳出が大幅に増加した要因は、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金及び同交付金に伴う各種事業によるものです。また、社会保障

関係費の増加等により基金を取り崩した財政運営が続くとともに、地方債残高（町の借金）は、概ね

86 億円から 88 億円で推移しておりますが、令和 2 年度からは減少傾向にあります。基金残高（町の

貯金）は、概ね 13 億円から 15 億円程度で推移しています。 

経常的な歳入（町税、地方交付税など）に占める経常的な歳出（人件費、扶助費、公債費など）の

割合を表す経常収支比率は 90%前後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地方財政状況調査 
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自然増減（出生数・死亡数）の推移

出生数 死亡数
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２．社会の動向 

 

（１） 人口減少と少子高齢社会の進行 

 

本町の人口については、国勢調査によると平成 22（2010）年の 46,923 人をピークとして減少傾

向に転じており、特に近年においては年少人口（14 歳以下）の減少が顕著となっている反面、老年人

口（65 歳以上）は、平成 17（2005）年と比較すると、令和２（2020）年で約１．９倍となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（令和２（2020）年、日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）（国立社会保障・人口

問題研究所） 

 

自然増減については、死亡数が増加し続けている一方で、出生数が緩やかな減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：埼玉県推計人口 

【予測される本町への影響】 

人口減少と少子高齢化の進展は、経済活動の停滞だけでなく、社会保障関係費の増加、コミュニ

ティの担い手不足など、わが国の社会経済のあらゆる側面に多大な影響を及ぼしています。一方、

行政サービスへの需要は多様化しているため、今後はますます協働・連携の重要性が高まります。 
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国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計（杉戸町）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

実績値 推計値

自然増減（出生数・死亡数）の推移 

国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計（杉戸町） 



  

15 

 

0

500

1000

1500

2000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

社会増減（転入数・転出数）の推移
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-15

217

57

45
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杉戸町

０～４歳転入超過数（令和５年）
（人）

（２）人口の社会増減 

 

社会増減の推移については、年により差があるものの、令和３（2021）～令和５（2023）年は転入

超過となっているのが特徴です。 

また、令和５（2023）年の県内近隣自治体における０～４歳の年間転入超過数をみると、本町は 45

人の転入超過となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：埼玉県推計人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳異動報告 

 

  

社会増減（転入数・転出数）の推移 

０～４歳転入超過数（令和５（2023）年） 
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令和 6（2024）年の年齢別の人口動態をみると、０～４歳及び 25～34 歳で大幅な転入超過数となっ

ている一方で、20～24 歳では転出超過の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳異動報告 

 
【予測される本町への影響】 

子育て世帯が、引き続き本町を居住地として選択する可能性はありますが、子育て支援

に関するサービスの基盤が十分でないと、転入超過の傾向が弱まることが予測されます。 

国は、「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」を令和３年 12 月に閣議決

定し、“こどもまんなか社会”の実現を掲げて令和５年４月に「こども家庭庁」を設置し、こ

どもと家庭の福祉や健康の向上、こどもの権利の保護など、こどもを巡る政策を強力に推

進しています。 

今後はより子育て世代及びこども・若者にとって住みやすい地域づくりや住環境の整備

が必要と考えられます。 

 

  

転入超過数（令和６（2024）年） 
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（３） インクルージョンと多文化共生の推進 

 

誰もが、その人らしく生きていくことができるよう、「生活の質」に対する意識が高まっており、誰もが

自分の希望を実現できる社会環境づくりが求められています。 

これまで国においては、中•長期的に定住する外国人が増加し「地域の国際化」が進む状況を踏ま

え、平成 18（2006）年３月に、国際化施策の従来の２つの柱「国際交流」「国際協力」に、「地域にお

ける多文化共生」を第３の柱として加えた「地域における多文化共生推進プラン」を策定し、令和２

（2020）年に改訂されました。 

さらに、ベトナム国籍やネパール国籍等の増加など「多国籍化」している点をはじめ、「多様性」や

「インクルージョン」（包摂性）（※）のある社会の実現を目指す動きがあります。 

本町においても、多国籍の人々が一緒に暮らすという地域が増えており、多様な言語や文化などへ

の対応が必要とされています。 

 

※インクルージョン（包摂性）と多様性は密接な関係にあり、多様性を認め、その上で各個人

が安心して参加し、活躍できる環境を整備するのが包摂性です。つまり、多様性（ダイバー

シティ）は事実としての違いを指し、インクルージョン（包摂性）は、その違いを受け入

れ、生かしていくための行動や環境を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：在留外国人統計（各年 12月） 

【予測される本町への影響】 

ジェンダー平等の推進、こどもの権利の尊重、多文化共生の推進など、誰一人取り残されず社

会に包み込まれる地域づくりが必要です。 
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（４） SDGs（持続可能な開発目標）の推進 

 

SDGs（エスディージーズ：持続可能な開発目標）とは、平成 27（2015）年９月の国連サミットで採択

された令和 12（2030）年までの国際目標です。SDGs は、従来の目標よりもさらに広い視点で環境、経

済、社会に関する 17 のゴールと 169 のターゲットで構成されています。目標を達成するためには、国際

機関や政府のみならず企業や地域、個人などあらゆる人々の取組が重要です。 

日本においても、SDGs 推進本部が平成 28（2016）年５月に設置され、国内実施と国際協力の両面

において SDGs を推進していくために「SDGs アクションプラン」が毎年策定され、全国各地で企業や自

治体による取組が進められています。 

第６次杉戸町総合振興計画が目指す「みんなで育てるまちすぎと～自然とやさしがあふれるまちへ～」

の将来像や８つのまちの未来像については、SDGs と方向性が重なるものであり、本計画の推進が、

SDGs の達成に貢献すると考えられます。 

そこで、本計画において、SDGs が掲げる 17 のゴール(目標)を、町の各施策に関連付けて示すことと

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGsの目標を示した 17のアイコンとシンボルマーク 
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３．町民アンケート 

 

（１） アンケート実施概要 

本計画策定に当たり、町への定住意向や愛着度、各種ニーズを把握するため、令和６（2024）年度に

町民アンケートを実施しました。18 歳以上の住民の方から無作為に抽出した者を対象とした調査を行っ

た町民アンケートの他、同様に無作為抽出による子育て世帯、中高生世代、事業所を対象としたアンケー

トを実施し、回答を得ました。 

 

【実施概要】 

区分 
町民 

（18 歳以上） 
子育て世帯 中高生世代 事業所 

サンプル数（票） 1,800 500 734 200 

有効回収数（票） 542 203 345 52 

有効回収率（％） 30.１ 40.６ 47.０ 26.０ 

調査方法 
郵送配布 

回収（WEB 可） 

郵送配布 

学校配布 

回収（WEB可） 

郵送配布 

回収（WEB 可） 

 

【次頁以降の調査結果についての注意点】 

・調査結果の比率は、その設問の回答者を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出しています。

そのため、四捨五入の関係で合計が 100％にならない場合があります。 

・複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常 100％を超えます。 

・図表中の「ｎ」とは、回答者数を表します。 

・選択肢の語句が長い場合、本文中や表・グラフでは省略した表現を用いることがあります。 
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（２） アンケート結果概要 

 

共通設問：町への愛着や親しみ 

 

町への愛着について、『感じている』（「感じている」「どちらかといえば感じている」）が最も高いのは、中高

生世代の 75.６％となっており、次いで子育て世帯が 71.９％、町民が 62.４％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.2

27.1

23.8

感じている

41.4

44.8

38.6

どちらかと

いえば

感じている

10.1

11.3

16.6

どちらかと

いえば

感じていない

7.5

7.9

11.6

感じていない

6.7

7.4

9.0

わからない

0.0

1.5

0.4

無回答

中高生世代

（ｎ=345)

子育て世帯

（ｎ=203)

町民

（ｎ=542)

（％）
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共通設問：町の魅力（各項目上位５つ） 

 

町の魅力について、上位１～３位は、各区分共通した結果となっており、「自然が豊かである」が最も高く、次

いで「治安が良い」、「災害に強い・災害が少ない」となっています。 

 

町の魅力（各項目上位５つ） 

町民（n=542）  子育て世帯（n=203）  中高生世代（n=345） 

１位 
自然が豊かで

ある 

44.３％  
１位 

自然が豊かで

ある 

58.１％  
１位 

自然が豊かで

ある 

53.０％ 

２位 治安が良い 32.８％  ２位 治安が良い 47.３％  ２位 治安が良い 49.３％ 

３位 
災害に強い・ 

災害が少ない 

31.７％  
３位 

災害に強い・ 

災害が少ない 

28.１％  
３位 

災害に強い・ 

災害が少ない 

40.０％ 

４位 
住居や居住環

境が良い 

19.７％  
４位 

隣近所の関係

が良い 

12.８％  
４位 

教育・文化環

境が良い 

22.０％ 

５位 
買い物の便が

良い 

17.９％  
５位 

住居や居住環

境が良い 

12.８％  
５位 

隣近所の関

係が良い 

17.７％ 

 

共通設問：定住意向 

 

町民と子育て世帯の定住意向として、「今の地域にずっと住み続けたい」と回答した割合は、町民が 47.

４％に対して、子育て世帯は 42.９％となっています。 

中高生世代の定住意向として、「ずっと住みたい」と回答した割合は、８.７％、「しばらく住み続けたい」と回

答した割合は、31.０％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.9

47.4

今の地域に

ずっと

住み続けたい

3.4

1.3

町内の

別の地域に

住みたい

4.9

12.0

埼玉県内の

他の市町村に

移り住みたい

3.0

5.5

県外に

移り住みたい

44.3

32.8

わからない

1.5

0.9

無回答

子育て世帯

（ｎ=203)

町民

（ｎ=542)

（％）

8.7

ずっと
住みたい

31.0

しばらく
住み続けたい

13.3

進学などでいったん

町外へ出るが、

いずれ杉戸町に

戻ってきて

住みたい

20.3

町外に
引っ越したい

（予定を含む）

26.4

まだ
わからない

0.3

無回答

中高生世代
（ｎ=345）

（％）
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町民（18 歳以上）対象設問：今後重点を置くべきデジタル化のための取組 

 

「杉戸町で重点を置くべきだと思うデジタル化のための取組みは何だと思いますか」という設問に対し、

「インターネットからの申請により、届出や申請のために窓口に出向くことが不要になること」が 54．６％と最

も高く、次いで「災害発生時の緊急情報受信、被害・安否情報のやりとり」が 43.５％となっています。 

 

  

54.6%

43.5%

37.3%

28.8%

25.5%

21.4%

21.0%

19.0%

12.4%

4.6%

5.4%

0% 20% 40% 60%

インターネットからの申請により、 届出や申請のために窓口に出向くことが不要になること

災害発生時の緊急情報受信、被害・安否情報のやりとり

情報セキュリティの強化による情報漏洩防止

インターネットによる公共施設等の予約や確認

タブレット端末等を使うことで申請書の記入が不要になること

ホームページやSNSを活用した情報提供の拡充

窓口でのキャッシュレス支払い対応

オンラインで町役場に相談することができること

ニーズに応じたデジタル機器講習の実施

その他

無回答
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 町民（18 歳以上）対象設問：人口減少の歯止めや人口減少時代に応じた力を入れるべき取組 

 

「人口減少の歯止めや人口減少時代に応じたまちづくりを進めるため、どのような取組みに力を入れる

べきだと思いますか」という設問に対し、「結婚・出産・子育て支援の充実」が 45.６％と最も高く、次いで

「医療・福祉サービスの充実」が 32.７％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.6%

32.7%

19.2%

13.3%

12.2%

9.0%

8.7%

8.3%

6.6%

6.5%

5.7%

3.9%

3.5%

2.2%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚・出産・子育て支援の充実

医療・福祉サービスの充実

良好な住環境の整備

ワーク・ライフ・バランスの実現

産業振興・新たな雇用創出

補助制度による移住者・定住者への支援

空き家・空き店舗の活用

教育環境の充実

災害に強いまちづくり

移住・定住希望者の住宅取得への支援

地域農業の振興・担い手の育成

生涯現役・健康長寿社会の構築

町の魅力発信・PR強化

観光産業の推進・交流の機会拡大

無回答
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町民（18 歳以上）対象設問：今後の行財政改革で重点を置くべき項目 

 

「杉戸町の今後の行財政改革で重点を置くべき項目は何だと思いますか」という設問に対し、「町有地や

公共施設などの町有財産の有効活用」が 42.６％と最も高く、次いで「申請、届出等窓口業務の簡素化、サ

ービス向上」が 21.４％となっています。 

 

  

42.6%

21.4%

14.9%

13.1%

10.3%

9.8%

7.6%

7.4%

7.4%

7.4%

6.5%

4.4%

4.1%

0.9%

4.1%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

町有地や公共施設などの町有財産の有効活用

申請、届出等窓口業務の簡素化、サービス向上

町職員の能力の向上

行政組織・機構の見直し

公共施設の統廃合

町の助成金、補助金の減額や廃止

電子自治体の構築（ICTのさらなる活用）

公共施設の運営の民間・町民団体への委託

町税等の徴収率の向上

情報公開の推進

町が主催するイベント、講演会等の縮小や廃止

公共施設の利用料金の改定

現状のままでよい

行政評価システムの充実

その他

無回答
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町民（18 歳以上）対象設問：施策の満足度と重要度 

 

前期基本計画の４０施策について、満足度と重要度を質問し、各項目を‐10 点から 10 点までで点数化し

ました。下の図は、横軸が満足度、縦軸が重要度を表した分布図です。満足度・重要度ともに最も高いもの、最

も低いものは下の図の吹き出しのとおりです（なお、数字は次頁の施策番号となっています）。 

 

 

 

  

満足度が最も高い 

「030 安定したごみ処理の実施」 

重要度が最も高い 

「019 様々な災害に備えたまちづくり」 

満足度が最も低い 

「0２１空き家対策の推進」 

重要度が最も低い 

「0３９国内・国際交流の推進」 
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町民（18 歳以上）対象設問：施策のニーズ度 

 

施策の重要度と満足度をもとに「ニーズ度」と設定し、点数化しました。改善の要望が大きい項目ほどニー

ズ度の数値が高くなります。 

（重要度は多い方がニーズが高い、満足度はマイナスの数字が大きくなるほどニーズが高い） 

ニーズ度が高い施策は、順に「021 空き家対策の推進」「014 地域医療体制の充実」「028 住民生活

を支える計画的なインフラ整備」となっています。 

 

 

  

未来像 施策 重要度 満足度 ニーズ度 （順位）

01 安心して出産や育児ができる環境づくり 7.89 0.47 7.42

02 地域ぐるみで子育てができる環境づくり 7.22 0.75 6.47

03 子育て家庭への支援 7.40 0.07 7.33

04 多様なメディアを活用した子育て関連情報の発信 4.69 -0.40 5.09

05 確かな学力と自立する力の育成 7.58 -1.03 8.61

06 豊かな心と健やかな体の育成 7.44 1.44 6.00

07 質の高い学校教育の推進と教育環境の整備・充実 7.91 -1.17 9.08

08 家庭・地域と一体となった教育の推進 5.69 -0.51 6.20

09 自ら学べる環境の充実 6.10 0.19 5.91

010 まちの歴史・文化の保存と活用 4.01 1.06 2.95

011 多様なスポーツ活動の普及促進 5.29 0.10 5.19

012 青少年の健全育成 6.02 -0.79 6.81

013 自主的な健康維持の推進 7.65 1.51 6.14

014 地域医療体制の充実 8.59 -2.71 11.30 2

015 地域で支え合い、助け合う環境づくり 6.38 -0.68 7.06

016 高齢者福祉の推進 6.58 -1.16 7.74

017 障がい者福祉の推進 7.12 -0.38 7.50

018 安定した社会保障制度運営 7.29 -0.71 8.00

019 様々な災害に備えたまちづくり 8.79 1.28 7.51

020 身近な安心・安全の確保 7.48 1.80 5.68

021 空き家対策の推進 7.28 -4.06 11.34 1

022 農業振興と６次産業化の推進 5.96 2.46 3.50

023 商工業振興と起業にチャレンジできる支援体制の整備 5.30 0.33 4.97

024 魅力ある雇用の創出 6.42 -2.82 9.24

025 地域資源の掘り起こしと活用による観光振興 5.25 1.94 3.31

026 人を惹きつける魅力的なシティプロモーションの推進 5.09 -2.15 7.24

027 快適で居心地の良い住環境の整備 7.67 -2.77 10.44

028 住民生活を支える計画的なインフラ整備 8.45 -2.36 10.81 3

029 地域の実情に即した公共交通網の確立 6.66 -2.55 9.21

030 安定したごみ処理の実施 7.62 3.51 4.11

031 豊かな自然の保持と継承 6.84 0.35 6.49

032 地球温暖化対策の推進 5.98 -1.52 7.50

033 効果的・効率的な行財政運営 5.82 -2.16 7.98

034 アセットマネジメントの推進 6.08 -2.58 8.66

035 行政職員の能力強化と効果的な組織の構築 5.84 -0.64 6.48

036 窓口サービスの向上 6.11 1.71 4.40

037 町民参加のまちづくりの推進と地域の人材・組織の支援 4.47 -0.63 5.10

038 未来につながる人権尊重・男女共同参画社会の実現 5.40 -0.38 5.78

039 国内・国際交流の推進 3.70 1.58 2.12

040 新たな感染症と新しい生活様式への対応 6.65 1.08 5.57

７　都市基盤・環境に

　   ついて

８　行財政運営について

１　子育てについて

２　学校教育について

3　社会教育について

４　健康・福祉について

５　防災・交通・防犯に

　　ついて

6　産業・情報発信に

　  ついて
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子育て世帯対象設問：子育てしやすくするための重要な取組 

 

「子育てしやすくするためには、どのような取組みが重要だと考えますか」という設問に対し、「子育てや教

育への経済的支援」が 65.０％と最も高く、次いで「子どもが安心して医療機関に通院・入院できる体制や

支援」が 46.8%となっています。 

 

  

65.0%

46.8%

39.9%

28.6%

21.2%

20.2%

15.3%

13.8%

7.9%

7.4%

4.9%

2.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80%

子育てや教育への経済的支援

子どもが安心して医療機関に通院・入院できる体制や支援

仕事と家庭生活を両立するための取組み

子どもが安全安心に過ごせる居場所づくりやまちづくり

子どもを安心して預けられる保育サービスの充実

よりよい学校教育の提供や放課後子供教室の開催など教育環境の充実

一時的に子どもを預けられる場所に関する取組み

親子で交流できる場や子連れで出かけられる場づくり

出産・子育て・教育に関する情報提供

子育て世帯に対する広い住宅への転居やリフォームに係る支援

安心して楽しく子育てするための相談窓口や子育てネットワークなどのサービスの充実

その他

無回答
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中高生世代対象設問：より住みやすいまちにするための取組 

 

「より住みやすいまちにするために、力を入れて取り組むべきことはどのようなことだと思いますか」という

設問に対し、「子どもがいる家族への支援」が 50.４％と最も高く、次いで「学校教育を充実させる」が 23.

８％となっています。 

 

  

50.4%

23.8%

23.5%

21.2%

18.3%

14.5%

14.5%

14.2%

13.0%

13.0%

9.9%

9.0%

8.7%

7.2%

6.1%

3.8%

3.8%

3.5%

3.2%

2.0%

1.2%

3.2%

1.4%

1.2%

0% 20% 40% 60%

子どもがいる家族への支援

学校教育を充実させる

病院を充実させる

電車やバスなど交通の便を良くする

図書館や公民館などの施設を充実させる

駅周辺のまちづくりを進める

公園を増やす

観光客を増やすための取組みを進める

（農産物や魅力的な商品、歴史文化の発信など）

働くところを増やす

ゴミを減らしたり、みどりを増やす

防犯対策を充実させる

災害に強いまちづくりを進める

まちの歴史や文化を守る

地域のコミュニティを強める

高齢者の介護や福祉を充実させる

消防や救急体制を充実させる

障がい者の福祉を充実させる

人権の尊重や男女平等の取組みへの支援

町内の企業を支援する

役場の情報を効率的に発信する

国際交流や外国人への支援

その他

特にない

無回答
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事業所対象設問：産業振興、経済の活性化のために杉戸町が特に取り組むこと 

 

「産業振興、経済の活性化のために、杉戸町はどのようなことに特に取り組むべきだと思いますか」という

設問に対し、「人口の確保」が 26.９％と最も高く、次いで「税制等の改善」が 25.０％となっています。 

 

  

26.9%

25.0%

23.1%

21.2%

21.2%

19.2%

19.2%

13.5%

9.6%

7.7%

7.7%

5.8%

3.8%

3.8%

3.8%

1.9%

1.9%

0.0%

0.0%

11.5%

9.6%

0.0%

0% 10% 20% 30%

人口の確保

税制等の改善

企業誘致

事業所拡大、設備投資に関する支援

雇用・人材確保に関する支援

資金調達（融資・保証・補助金等）に関する支援

新たな観光開発

創業・起業に関する資源

新たな事業・分野、技術開発に関する支援

企業間連携・ビジネスマッチングに関する支援

交通・輸送条件の改善

住環境の充実

地域の金融機関活用の促進

農林業の環境整備

経営ノウハウ（マーケティング、人材育成等）に関する支援

国内の取引先拡充に関する支援

産学官連携の促進

海外の取引先拡充に関する支援

各種相談体制の充実

その他

特にない

無回答
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４．まちづくりワークショップ 

 

（１） まちづくりワークショップ実施概要 

 

本計画策定に当たり、町民から幅広く意見を聴取するとともに、まちづくりへの提言を行っていただくた

め、町民（18 歳以上）・子育て世代・10 代（高校生）・事業所の４つの属性別にまちづくりワークショップ

を開催しました。 

【実施概要】 

属性 開催日 募集方法 参加者 会場 

町民 

（18 歳以上） 

令和６（2024）年 

８月 24 日 

公募 

10 名 

杉戸町 

コミュニティセンター 

多目的室 

子育て世代 
令和６（2024）年 

９月７日 

15 名 

（うちこども６名） 

10 代 

(高校生) 

令和６（2024）年 

７月 24 日 
18 名 

事業所 
令和６（2024）年 

９月 11 日 
３名 

【当日の様子】 

     
町民ワークショップ                   子育て世代ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所ワークショップ 
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（２） まちづくりワークショップ結果概要 

 

以下に４つの属性別に出された意見をご紹介します。 

 

 

 

 

「産業・子育て・若者・高齢者が活躍でき、ふるさと愛を育みかがやけるまち」 

「高齢者にやさしいまち、子育てにやさしいまちを協働で実現」 

「ほんの小さな気づかいがあふれ出る“豊か”なまち」 

「杉戸の特産物店でにぎわうまち」 

「こどもたちひとりひとりが心ゆたかに育つまち」 

「小さい街だからできる、きめ細やかなサポート」 

「情熱のある人を応援するまち」 

 

 

こどもを中心としたイベント（マルシェなど）を開催する 

子育て情報について、発信と共有をする 

 

 

農業高校と連携して、新種の野菜を開発し、ブランド化する 

高校の文化祭等の行事に地域の事業を取り入れる 

廃校を活用して、キャンプ場などを整備する 

小学生から職場体験を行う 

自分たちが出来ること、地域・団体・組織で協力できること 

① 「子育て」について 

町民  

10代 

10代 

町民 

子育て 

子育て 

事業所 

10 代ワークショップの意見        子育て世代ワークショップの意見 

 
町民ワークショップの意見         事業所ワークショップの意見 

子育て 10代 

事業所 町民 

町民 

10代 

10代 

子育て 

事業所 

② 「教育」について 

実現させたいまちの姿・アイデア 

子育て 
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起業したい人や活動したい人が、年齢問わずいつでも集まり交流・話し合いができる場を創出する 

アグリパーク周辺の周遊性を向上させるため、周辺施設と共同でイベントを開催する 

特徴のある会社を活かし、U ターンなどで働きに戻れる町を目指す 

個人店同士がコラボする 

 

 

町内にスポーツの強豪校があるため、スポーツで活性化や町の知名度向上を図る 

同じ趣味を持った人が集まり交流できるようなイベント（推し会）を開催する 

町の公式 YouTube チャンネルや SNS を開設し、魅力ある情報を発信する 

習い事や遊び場、野菜販売箇所などのマップを作成する 

保育園の掲示板や買い物施設など、普段から目にする場所や出向く場所で情報を発信する 

 

 

地域、近所の人との挨拶や声掛け、ながら見守りを心がける 

用事があり車を出すとき、近所の高齢者も一緒に車に乗せるような乗り合いサービスを行う 

 

 

空き家活用を支援する 

官民一体で公園管理を行う体制づくり 

  

町民 

10代 

10代 

町民 

町民 

町民 

町民 

子育て 

子育て 

子育て 

事業所 

事業所 

10代 

子育て 

④ 「観光振興と情報発信」について 

⑥ 「安心・安全」について 

⑤ 「健康と福祉」について 

③ 「産業と仕事」について 
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５．前期基本計画の達成状況 

 

本節では、前期基本計画の未来像ごとに、成果指標の達成状況と取組状況を振り返ります。 

指標の達成状況を把握するため、下記 A～D の４項目に区分し、集計しました。 

 

 

 

 

全体でみると、「A」が 32.９％、「B」が 15.７％、「C」が

10.０％、「D」が 34.３％となっており、指標の達成状況は令

和５年度時点では基準値と比べて悪化した指標の割合が

高くなっています。 

未来像別でみると、「未来像１」、「未来像２」、「未来像

６」で「A」の指標が 50％以上である一方で、「未来像７」、

「未来像８」は「D」の指標が 50％以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A ： 評価時点で、目標値を達成        

B ： 評価時点で、目標値を未達成だが、基準値と比べ改善 

C ： 評価時点で、基準値と横ばい     

D ： 評価時点で、基準値と比べて悪化 

【指標の達成状況（未来像別）】 

【指標の達成状況（全体）】 

A, 32.9

B, 15.7

C, 10.0

D, 34.3

計測不可能, 

7.1

71.4

60.0

22.2

0.0

40.0

60.0

10.0

25.0

0.0

0.0

0.0

54.5

30.0

20.0

0.0

0.0

0.0

20.0

22.2

0.0

10.0

0.0

10.0

25.0

28.6

20.0

44.4

36.4

10.0

20.0

60.0

50.0

0.0

0.0

11.1

9.1

10.0

0.0

20.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未来像１

未来像２

未来像３

未来像４

未来像５

未来像６

未来像７

未来像８

A B C D 計測不可能
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各未来像における成果指標の達成状況に加え、担当課による主要施策の評価に基づき、主な取組を整

理しました。 

■未来像１ まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち 

７つの指標のうち、A が５つ、D が２つであり、「目標値を達成」が 70％以上となっています。  

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

子育て世代包括支援センター利用者数 787 人（R１） 1,035 人 825 人 A 

乳幼児健診受診率 99.２％ 97.８％ 99.７％ D 

保育所（園）待機児童数 18 人（R２) ０人 ０人 A 

放課後児童クラブ待機児童数 28 人（R２) ０人 ０人 A 

子育て支援センター利用者満足度 － 83.３％ 80.０％ A 

ファミリー・サポート・センター利用件数 3,066 人 1,069 人 3,219 人 D 

子育て応援アプリ利用者数 － 873 人 400 人 A 

 

＜主な取組＞ 

・こども家庭センターを通じて、子育て全般における情報提供や相談受付など、育児に携わる保護者等へ

の不安の解消に資することができた。また、関係機関と情報を共有しながら、子育て家庭に対し、適切に

支援へつなげることができた。 

・子育て世帯移住・定住奨励金の交付により、子育てに優しいまちづくりに努め、100 世帯を超える申請

を受け、年少人口の増加に寄与した。 

・町内の子育て情報（遊び場やイベント等）の掲載や SNS を随時更新することにより、町の子育て支援

の魅力発信を行った。子育て支援サイトの特集記事は SNS で協力者を募り、住民の主体性やアイデア

を取り入れながら、より地域に密着した情報発信ができた。 
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■未来像２ 子どもたちに未来を拓く力を育むまち 

５つの指標のうち、A が３つ、D が１つであり、「目標値を達成」が 60％となっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

主体的に学習に取り組む児童の割合（小学校） － 89.４％ 95.０％ C 

主体的に学習に取り組む生徒の割合（中学校） － 81.２％ 90.０％ D 

授業内容を理解している児童の割合（小学校） 82.５％（R１) 94.７％ 90.０％ A 

授業内容を理解している生徒の割合（中学校） 70.８％（R１) 89.１％ 80.０％ A 

コミュニティ・スクール導入数 ０校 ９校 ９校 A 

 

＜主な取組＞ 

・「杉戸町学力向上プロジェクト」及び「特色ある学校づくり」について、杉戸町立小・中学校で推進をす

ることができた。 

・毎年度、教育課程を見直すとともに、町の人的・物的資源を効果的に活用し、発達段階に応じたふるさ

と教育を推進することができた。 

・地域の人的、物的資源を発掘し、活用することで地域の声を積極的に教育活動に生かし、地域と一体と

なって特色ある学校づくりを進めていくことができた。 
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■未来像３ 生涯を通じて学び、郷土に愛着を持てるまち 

９つの指標のうち、A が２つ、D が４つであり、「目標値を達成」が 22.２％となっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

生涯学習講座・教室等受講者数 7,377 人 7,865 人 7,745 人 A 

社会教育施設利用者数 350,301 人 237,448 人 353,804 人 D 

図書館の一人当たり貸出冊数 ５.７冊 ４.７冊 ６.６冊 D 

ボランティア講師登録数 32 人 26 人 38 人 D 

町指定文化財の保存数（有形・無形） 25 件 25 件 28 件 C 

歴史・文化財の活用数 ２件 ２件 ５件 C 

週１回以上スポーツする人の割合 35.６％ ― 45.０％ - 

スポーツ教室等参加者数 2,137 人 2,372 人 2,244 人 A 

体育施設利用件数 25,430 件 21,098 件 26,702 件 D 

 

＜主な取組＞ 

・子ども大学すぎと運営事業については、多くのこども達が参加し、また、日本工業大学・杉戸農業高等

学校の協力により、計画どおりに各講義を実施できた。 

・スポーツ推進委員の方々のご努力で、スポーツ教室を計画的に実施できている。 

 

＜改善が求められる取組＞ 

・幅広い年代の利用者が図書館や本に関心を持ってもらえるような事業を実施している。乳幼児、児童向

けの事業は十分に実施できているが、今後は、一般成人、高齢者、障がい者等へのサービスの充実が

課題。 

・生涯学習を推進するためには、講座内容の質、量の充実、周知方法に工夫を施していくことが課題。 

・歴史・文化財の活用に関しては、特に、若年層を中心にスマートフォンでの情報収集が主流となっている

現状を踏まえ、印刷物と SNS の両輪で、より幅広い世代に魅力を発信する戦略が必要。 

 

  



  

37 

 

■未来像４ 自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち 

11 つの指標のうち、A が無し、B が６つ、D が４つとなっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

日常的に健康増進の取組を行っている人の割合 72.２％ － 77.２％ - 

がん検診受診率 15.１％ 13.７％ 16.６％ D 

予防接種法に基づく A 類疾病定期予防接種の平均接種率 91.３％ 93.３％ 95.９％ B 

特定健診受診率 36.７％ 
38.１％ 

（R６.３時点） 
60.０％ B 

とねっと登録者数 4,029 人 4,580 人 5,429 人 B 

日常的に近所づきあいをしている人の割合 
28.１％ 

（H29） 
21.７％ 

33.１％ 

（R５） 
D 

地域の活動に参加している人の割合 
40.７％ 

（H29） 
35.７％ 

45.７％ 

（R５） 
D 

シニアサロン数 19 団体 24 団体 25 団体 B 

げんき SUGI 体操実施団体数 19 団体 24 団体 35 団体 B 

障がい者の就業人数（障がい者就労支援センター経由） 103 人 114 人 130 人 B 

国民健康保険税収納率 95.６％ 95.０％ 96.１％ D 

 

＜主な取組＞ 

・福祉課と障がい者就労支援センターで連携し、本人の特性や状況等に応じた就労活動、就労機会の

提供ができた。 

 

＜改善が求められる取組＞ 

・ヘルストレーニングは、土曜日に開催することで働き盛りの年代の参加が図られたが、若い年代から働

き盛りの年代までの健康づくりが健康寿命の延伸へつながることを踏まえて、他課と連携した事業展開

を図ることが必要。 

・元気な高齢者や生活の一部で支援が必要な高齢者を分け隔てることなく、継続的に活動ができる介護

予防体操を推進することが必要。 
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■未来像５ 地域がつながり、安全で災害に強いまち 

10 つの指標のうち、A が４つ、D が１つであり、「目標値を達成」が 40％となっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

防災協定締結数 43 件 49 件 49 件 A 

地区防災計画策定率 ０.０％ ０.０％ 10.０％ D 

自主防災組織の防災士所属率 24.５％ 34.７％ 50.０％ B 

民間住宅の耐震化率 － 93.６％ 95.０％ C 

避難路・避難所を知っている人の割合 73.６％ － 90.０％ - 

災害時要支援者個別計画策定率 56.２％ 57.３％ 59.０％ B 

交通事故発生件数 176 件 105 件 167 件 A 

刑法犯認知件数 291 件 214 件 276 件 A 

防犯灯設置基数 3,973 基 4,086 基 4,500 基 B 

町内空き家解消件数（累積値） － 17 件 10 件 A 

 

＜主な取組＞ 

・洪水ハザードマップを活用した防災講座を実施し、地域の防災力強化につながった。 

・自転車による移動範囲が広がる中学生に、事故現場を再現しながら恐怖を体感することで、自転車事

故の恐ろしさやマナーアップについて理解を深めることができた。また、計画的に LED 照明へ切替を実

施し、安全な道路環境の確保に努めた。 

・犯罪のない安心して暮らすことができる地域を目指すため、関係団体と連携し、防犯活動を実施すると

ともに、防犯灯の修繕及び工事を実施した。 

・対策庁内検討委員会及び対策協議会を開催し、空家等対策計画を策定することで、空家等に関する

施策の充実を図った。 

 

＜改善が求められる取組＞ 

・地区防災計画について、自主防災組織連絡協議会の総会等で案内したが、策定に至らなかった。 
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■未来像６ 魅力ある産業を育み、発信できるまち 

10 つの指標のうち、A が５つ D が２つであり、「目標値を達成」が 50％となっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

新規就農者数（累積値） － ５人 ５人 A 

農地集積率 27.１％ 34.８％ 50.０％ B 

町内産農産物活用数 45 件 86 件 51 件 A 

新規創業件数（累積値） － 48 件 50 件 B 

地域資源数（推奨土産品、グルメなど） 54 個 41 個 63 個 D 

アグリパークゆめすぎと農業体験者数 7,614 人 4,888 人 9,000 人 D 

町ホームページ閲覧数 425,491 件 1,612,412件 500,000 件 A 

杉戸町観光協会ホームページアクセス数 17,038 件 20,475 件 17,890 件 A 

SNS フォロワー数 479 人 4,603 人 2,400 人 A 

「すぎめー。」登録者数 2,720 人 3,461 人 2,860 人 A 

 

＜主な取組＞ 

・関係機関（アグリパークゆめすぎと・ＪＡ等）及び専業農家（指導員）との連携により、卒塾（新規就農）

に向けた実践指導を行った。 

・また、関係機関（アグリパーク・ＪＡ他）及び専業農家（講師）との連携により塾を運営し、21 名のサポー

ターを育成することができた。また、研修期間中において指導を受けた方よりサポートの依頼があり、人

手不足の農家の需要に対応できた。 

・ウェブアクセシビリティに配慮し、誰もが使いやすいホームページに全面リニューアルすることができた。 

・子育て世帯移住・定住奨励金の交付による、子育てに優しいまちづくりに努め、100 世帯を超える申請

を受け、年少人口の増加に寄与した。 

 

＜改善が求められる取組＞ 

・感染症対策の制限が無くなり、各種イベントが通常開催となっている中で、これまでの形を取り戻すとと

もに、更なる観光客増加のため、より一層情報発信に力を入れる必要がある。 
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■未来像７ 機能的で自然と調和した快適なまち 

10 つの指標のうち、A が１つ、D が５つであり、「目標値を達成」が 10％となっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

住環境に関する満足度 17.０％ － 40.０％ - 

東武動物公園駅東口通り線整備延長 ０.０ｍ ０.０ｍ 414.８ｍ D 

インフラ整備に対する満足度 29.３％ － 40.０％ - 

水道耐震管延長 50,336ｍ 74,348ｍ 60,136ｍ A 

下水道水洗化率 91.４％ 90.９％ 92.４％ D 

町内巡回バス利用者数 20,629 人 21,269 人 21,660 人 B 

住民一人当たりのごみ排出量 222.84kg 225.11kg 210.85kg D 

ごみのリサイクル率 24.95％ 22.43％ 35.０％ D 

環境教育事業実施数 ４件 ４件 ７件 C 

杉戸町役場の CO２排出量 4,799,266kg 4,822,869kg 4,189,105kg D 

 

＜主な取組＞ 

・老朽化した配水支管の布設替及び東口通り線整備に伴う配水管移設等を実施するとともに、水道管の

耐震化を図ることが出来た。 

・各種イベント開催を通じて「環境保全」に対する意識啓発を図った。また、清掃活動の実施により環境保

全の意識向上に寄与した。 

 

＜改善が求められる取組＞ 

・町内巡回バスに関しては、今後、既存交通事業者とのバランスを考慮し、町民の要望や財政状況を踏ま

えた移動手段を考えていく必要がある。 
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■未来像８ 信頼される行政運営を推進するまち 

８つの指標のうち、A が２つ、D が４つであり、「目標値を達成」が 25％となっています。 

指標名 基準値（H30） 実績値（R５） 目標値（R７） 
評価 

（達成状況） 

町税の収納率 97.３％ 98.５％ 97.８％ A 

経常収支比率 91.６％ 91.１％ 89.６％ C 

未利用公有地面積 27,453.18㎡ 27,583.28㎡ 27,178.65㎡ D 

附属機関委員の公募割合 12.１％ ７.３％ 20.０％ D 

まちづくり支援制度新規支援件数（累積値） － ０件 10 件 D 

人権・男女共同参画に関する講演・ 

研修への参加者数 
451 人 390 人 474 人 D 

附属機関女性委員登用率 30.３％ 30.４％ 40.０％ C 

国際交流事業参加者数 294 人 615 人 330 人 A 

 

＜主な取組＞ 

・社会情勢の変化や行政課題等に応じた効果的且つ効率的な組織の見直しを行った。 

・窓口サービスについて、住民サービスの向上、利便性拡大を図るため、町ホームページや転入時の窓口

配布などの周知を行っており、順調に証明書のコンビニ交付数が増加している。 

 

＜改善が求められる取組＞ 

・未利用及び低利用の町有地については、将来的に活用の見込みのない町有地でも、維持管理経費等

が必要になることから、売却などして経費を削減できるように工夫することが必要。 
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人口減少や少子高齢化が進む中で、町民の暮らしをより心豊かなものにし、本町のまちづくりを持続

可能にしていくためには、「ヒト」・「モノ」・「カネ」に加え、「情報」や「データ」に関して、地域資源の有効

活用及び各主体・各分野の連携を行いながら、それぞれの課題に対処することが必要です。そこで、国・

県・本町を取り巻く現状、町民アンケート調査結果やワークショップ実施結果、及び関連する統計データ

等を踏まえ、本町として、本計画でより重点的に取り組むべき課題を以下のとおり整理します。 

 

１.こどもの成長を支えるとともに、子育て世代の住みやすいまちづくり 

本町では、特に近年において年少人口（14 歳以下）の減少が顕著となっています。また、町民アンケー

トでは、人口減少の歯止めや人口減少時代に応じた力を入れるべき取組として、「結婚・出産・子育て支

援の充実」が最も高くなっています。そのため、一人ひとりの多様なニーズに応えるべく、結婚・妊娠・出

産・子育て・教育等の各施策の拡充や安心して楽しく子育てできる環境をより充実させることで、出生数

の向上や子育て世代の移住・定住を促し、持続可能なまちづくりを進めます。 

また、こどもたちの心身ともに健やかな成長のため、保育環境や地域住民の協働による子育てサービ

ス、相談体制の充実を図るとともに、妊娠前から妊娠・出産、乳幼児期、学齢期、思春期、青年期と各成長

過程において切れ目のないこども・子育て支援の充実が必要です。 

 

２.生涯を通したウェルビーイング（※１）の向上 

本町の健康寿命は、令和４（2022）年時点で県の水準を下回っており、併せて老年人口が増加して

いるため社会保障関係費等は増加傾向にあります。 

国では、誰もが活躍できるウェルビーイングが高い社会の実現が推進されていますが、若い世代や働

き盛りの年代も含めた心身の健康づくりや地域におけるつながりづくりについて、前期基本計画の振り返

りや、ワークショップなどから重要視されています。本町において、誰一人取り残さない形でのウェルビーイ

ング向上のため、運動・食事管理など生活習慣の若年期からの見直しや高齢者のフレイル予防（※２）に

より、身体的にも、精神的にも、社会的にも健康状態を維持する行動を身につける等、各ライフステージに

おける健康づくりとつながりづくりを進めることが重要です。 

人生 100 年時代において、町民一人ひとりが自分らしく健やかに健康で過ごせるようにするため、健

康増進事業の拡充や介護予防の取組、地域福祉の向上、生涯学習の充実などが必要です。 

※１ 「ウェルビーイング」とは、個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味

する概念。 

※２ 「フレイル予防」とは、加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下し、複数の慢性疾患の併存などの影

響もあり、生活機能が障害され、心身の脆弱性が出現した状態に早く気付き、正しく介入（治療や予防）すること。  

６．取り組むべき課題 
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３.安全・安心に暮らせるまちづくり 

近年、全国的に地震や水害等の自然災害により被害が発生しており、町民アンケート調査において

「様々な災害に備えたまちづくり」への要望が多く挙げられていることから、本町においても自然災害に対

して備える必要があります。また、本町の交通事故発生数や犯罪発生数は平成 29 年から令和４年にか

けて減少傾向にありますが、近年では高齢者を狙った特殊詐欺や空き家に起因する犯罪等、社会情勢に

応じた新たな犯罪も発生しているため、安全で安心に暮らせるまちの実現には多くの課題があります。 

町民がより安全・安心に暮らせるまちをつくるため、防災・減災のまちづくりを推進し、危機管理体制を

強化するとともに、町民の防災に関する意識を向上させ、いざという時に自助・共助の取組を行えるよう

日常的に備蓄したり、地域コミュニティを強化する必要があります。また、交通安全の啓発や安全に配慮

した交通環境の整備、多様化する犯罪を未然に防ぐ取組や空き家対策等を進めていくことも重要です。 

 

４.緑豊かで住み続けられるまちづくり 

近年、地球温暖化対策をはじめとし、世界的に自然環境や脱炭素化などのエネルギー分野への意識

が高まっています。また、本町は多くの農地を保有しており、豊かな自然が残っているため、引き続き自然

環境を保全していく必要があります。 

自然豊かな環境を今後も世代を超えて継承していくために、各家庭や事業所において、省エネに取り

組むことにより温室効果ガスの排出量を減少させたり、廃棄物の減量化や再資源化等の３R 活動など、

町民一人ひとりがより一層意識して取り組むことが重要です。 

また、自然環境の保全と同時に、町の活力も住み続けられるまちづくりには不可欠です。本町では人口

減少に伴う若い世代の町外流出や子育て世帯の転出超過は大きな課題となっています。今後は人口減

少に歯止めをかけるため、産業の振興をはじめ、様々な形で本町と関わる関係人口の創出が重要です。

ワークショップでは、地域のにぎわいや交流をもたらすイベント等のきっかけづくりに関する意見が多く挙

がっています。町の特色のある農産物等を生かし、多世代協働で町の知名度向上のための取組を図ると

ともに、SNS 等を活用したシティプロモーションを推進する必要があります。 
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５.デジタル技術への対応による効率的かつ持続可能な行財政運営 

近年、インターネット等の ICT（情報通信技術）の急速な発展は、私たちの生活に大きな変化をもたら

してきました。今後も AI（人工知能）など、先進的な技術の発展に伴い、様々な社会課題が解決され、持

続的な社会の実現が予測されています。 

国では、「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」の決定や「Society５.０」「デジタル田園都

市国家構想総合戦略」などが提唱され、各施策や事業に対してデジタル技術を活用することにより、効

率的な行財政の運営が期待されます。 

前期基本計画の振り返りや町民アンケート、ワークショップ等の結果を考慮し、特に、若年層を中心に

スマートフォンでの情報収集が主流となっていることも踏まえ、魅力発信や情報発信について、デジタル

技術の活用が不可欠となっています。 

本町でも、便利で快適な暮らしに向け、 DX（デジタル・トランスフォーメーション）を推進し、行政サービ

スのオンライン化による町民の利便性向上や内部業務をデジタルで一元化・完結させ、業務の効率化を

図るとともに、個別施策や事務事業にもデジタル技術を活用し、効果的な行財政運営を推進していく必

要があります。 
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（中表紙） 

第 ２ 部 

後期基本計画 

 

 

第２部 後期基本計画 
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第１章 後期基本計画の基礎情報 

 

１．基本構想の概要 

 

（１） まちづくりの基本理念 

 

基本理念は、本町が将来に向けたまちづくりを進めるに当たっての基本的な考え方を示すもの

です。 

第６次杉戸町総合振興計画では、基本理念を「みんなで考え、行動することで、よりよい「杉

戸」をつくる」と定め、行政や町民はもちろんのこと、杉戸町で働く人や杉戸町のことを知って

いる人、杉戸町に興味のある人など、杉戸町にかかわるすべての人が、まちの課題に取り組むた

めに「考え、行動する」ことで、よりよい杉戸町をつくることを目指します。 
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（２） まちの将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民一人ひとりが家庭や地域、職場など様々な場所で、まちづくりにかかわり、身近なことや

小さなことからでも、考え、行動していくことで、これからの杉戸町を元気で魅力あるまち、愛着

を持てるまちにしていくことを表現しています。 

また、杉戸町にはたくさんの資源がありますが、その中には「芽が出ていない資源」も数多く

あります。こうしたまちの魅力ある資源をみんなで見つけ、育てていくという意思も込められてい

ます。 

町に残る豊かな自然を守りながら、魅力的な活用を図っていくとともに、誰もがお互いに助

け合い、共に歩んでいくことができるやさしさを持ち続けることによって、安心して住み続けるこ

とができるまちを目指していきます。 

 

  

みんなで育てるまち すぎと 

～自然とやさしさがあふれるまちへ～ 

将来像の言葉に込められた意味 
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（３） まちの未来像 

 

本町が目指すまちの将来像とともに、実現を目指す 10 年後のまちの姿を、具体的な８つの「未来像」

（分野ごとの施策の柱）として位置付けました。 

なお、後期基本計画では、社会潮流及び本町を取り巻く状況を踏まえ、未来像について前期基本計

画より一部更新を行っています（未来像３、未来像８）。 

 

A未来像１  まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち ＜子育て＞ 

A未来像２  こどもたちに未来を拓く力を育むまち ＜学校教育＞ 

a未来像３  生涯を通じて学び、郷土とひとに愛着を持てるまち ＜社会教育・共生＞ 

a未来像４  自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち ＜健康・福祉＞ 

a未来像５  地域がつながり、安全で災害に強いまち ＜防災・交通・防犯＞ 

a未来像６  魅力ある産業を育み、発信できるまち ＜産業・情報発信＞ 

a未来像７  機能的で自然と調和した快適なまち ＜都市基盤・環境＞ 

a未来像８  持続可能な町政運営を推進するまち ＜行財政運営＞ 
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第２章 後期基本計画の基礎条件 

 

１．土地利用構想 

 

（１） 土地利用の基本方針 

 

土地は、将来にわたる生活や生産活動の基盤であり、長期的視点に立った合理的かつ効率的な利用

を図っていくことが重要となります。そのため、住宅、農業、商業、工業、都市公園の各ゾーンに分けて土地

利用の方向を定め、適正な土地利用への誘導を図ります。 

また、これらの骨格となる土地利用の方向性に加え、新たな土地利用の検討を図るべき区域について

は、それぞれの区域の特性を踏まえ、効果的・発展的な土地利用を誘導します。 

具体的な土地利用の推進に当たっては、国土利用計画法、都市計画法、農業振興地域の整備に関す

る法律などの土地利用関係法の適切な運用に努めるとともに、土地利用に関する各種計画との整合を

図ります。 

 

（２） ゾーン別の方向性 

 

① 住宅ゾーン 

中央地区や杉戸高野台地区などの既存の市街地については、未利用地の有効活用などにより定住

機能の強化に努めるほか、適正な用途区分や地区計画のもと、良好な住宅地の供給と居住環境の向上

を図ります。 

 

② 農業ゾーン 

優良農地の確保や保全に努めるとともに、農地集積の促進による農業経営の大規模化など、効率的

な生産基盤の強化を図ります 

 

③ 商業ゾーン 

東武動物公園駅東口通り線を中心とした地域においては、「町の玄関口」として、都市計画道路整備

の推進と併せた周辺の公共用地の活用により、賑わいのある、滞留したくなる商業環境の構築に努めま

す。 

また、杉戸高野台駅周辺においても、引き続き地区計画による商業環境の誘導に努めます。 

 

④ 工業ゾーン 

良好な産業環境を確保しながら効率的・効果的な工業の振興を図ります 

 

⑤ 都市公園 

都市公園を中心に、周辺の地域を交流の場、地域活性化の場として活用します。 
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⑥ 土地利用検討ゾーン 

町の活性化に寄与する土地利用について検討を行います。 

 

⑦ 農業活性化・交流ゾーン 

アグリパークゆめすぎとを中心に周辺の地域を農業活性化や交流の場として活用します。 

 

⑧ 沿道商業ゾーン 

商業施設などの適正な立地に努め、商業環境の維持・保全を図ります。 

 

 

土地利用構想図 
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２．人口フレーム 

 

本町では、出生数は令和元（2019）年までは減少傾向でしたが、近年は横ばいに転じています。また、

社会増減については、20～24 歳のみが転出超過となっています。推計の方法として、ある年度の人口を

もとに、将来に向かって、加齢、出生、死亡、移動（転出入）の要素を推計しました。また、人口推計を行う

にあたり、基本を中位推計としつつ、状況が好転した場合を想定した高位推計、条件が悪化した場合の

低位推計と、３つのパターンで推計を行いました。 

 

（１） 将来人口推計 

 

中位推計では令和 32（2050）年には約３.０万人、令和 52（2070）年には約２.０万人になると予

測されます。 

令和５（2023）年に推計された、国立社会保障・人口問題研究所の推計結果は、令和 32（2050）

年には約３.０万人となり、中位推計とほぼ同数となります。 

 

図 将来人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国立社会保障・人口問題研究所での 2023年の部分は 2020年の値とする。また、推計は 2050年までしかされていない。 

  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2023 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2070

（人）

高位推計

中位推計

低位推計

国立社会保障人口問題研究所での推計



 

52 

 

 

（２） 年齢別構成比の推移（中位推計） 

 

年少人口及び生産年齢人口の割合が減少しますが、生産年齢人口は令和 37(2055)年以降ほぼ

横ばいとなります。年少人口は令和 47（2065）年まで割合が減少します。 

前期高齢者の比率は、令和 27（2045）年がピークとなり、その後減少します。後期高齢者の比率は、

令和 42（2060）年まで増加することが見込まれます。 

 

図 中位推計 年齢別構成比の推移 
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第３章 リーディングプロジェクト 

 

１．リーディングプロジェクトとは 

 

今後見込まれる人口減少や少子高齢化の進展、生活様式や社会の価値観の変化がある中で、将来

像の実現に向けて、実効性の高い取組の推進とともに、時代の変化に対応した柔軟な取組が必要です。 

各施策を計画的に取り組むことはもちろんですが、計画期間を通して特に力を入れて推進すべき取組

を定め、総合振興計画を効果的に推進していくことを目的に「リーディングプロジェクト」を設定します。 

 

 

  

みんなで育てるまち すぎと 

～自然とやさしさがあふれるまちへ～ 

リーディング 

プロジェクト 

後期基本計画 ８つの未来像 
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創生総合戦略 
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２．リーディングプロジェクトの内容 

 

 

（１） ○○○〇〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ○○○〇〇 
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（３） ○○○〇〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）○○○〇〇 
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第４章 後期基本計画 

 

基本計画は、基本構想で定められた「まちの将来像」について、その姿に到達するために現状を把握

した上で、今何をするべきかという考えで構成されています。 

「未来像」とは、まちの将来像の実現のために「みんなで考え、行動することで、よりよい「杉戸」をつく

る」という基本理念に基づき、町が目指すべき部門別のまちづくりの方向性や手段を示すものであり、

「主要施策」とは未来像の目標達成のための手段となっています。 

 

（１） 施策体系 

 

まちの将来像の実現に向け、より効果的な政策展開を図るため、８つの「未来像」と、各「未来像」を

具体的に展開する「主要施策」をそれぞれ以下のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

未来像 主要施策

施策1　安心して出産や育児ができる環境づくり

施策2　地域ぐるみで子育てができる環境づくり

施策3　子育て家庭への支援

施策4　確かな学力と自立する力の育成

施策5　豊かな心と健やかな体の育成

施策6　質の高い学校教育の推進と教育環境の整備・充実

施策7　家庭・地域と一体となった教育の推進

施策8　自ら学べる環境の充実

施策9　 町の歴史・文化の保存と活用

施策10　多様なスポーツ活動の普及促進

施策11　青少年の健全育成

施策12　人権と多様性の尊重

施策13　国内外交流・多文化共生の推進

施策14　自主的な健康維持の促進

施策15　地域医療体制の充実

施策16　地域で支え合い、助け合う体制づくり

施策17　高齢者福祉の推進

施策18　障がい者福祉の推進

施策19　安定した社会保障制度運営

３　生涯を通じて学び、郷土とひとに愛着を持てるまち　＜社会教育・共生＞

２　こどもたちに未来を拓く力を育むまち　＜学校教育＞

１　まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち　＜子育て＞

４　自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち　＜健康・福祉＞

修正中 
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未来像 主要施策

施策1　安心して出産や育児ができる環境づくり

施策2　地域ぐるみで子育てができる環境づくり

施策3　子育て家庭への支援

施策4　確かな学力と自立する力の育成

施策5　豊かな心と健やかな体の育成

施策6　質の高い学校教育の推進と教育環境の整備・充実

施策7　家庭・地域と一体となった教育の推進

施策8　自ら学べる環境の充実

施策9　 まちの歴史・文化の保存と活用

施策10　多様なスポーツ活動の普及促進

施策11　青少年の健全育成

施策12　人権と多様性の尊重

施策13　国内外交流・多文化共生の推進

施策14　自主的な健康維持の促進

施策15　 地域医療体制の充実

施策16　 地域で支えあい、助け合う体制づくり

施策17　 高齢者福祉の推進

施策18　障がい者福祉の推進

施策19　安定した社会保障制度運営

施策20　様々な災害に備えたまちづくり

施策21　身近な安心・安全の確保

施策22　空き家対策の推進

施策23　農業振興と6次産業化の推進

施策24　商工業振興と起業にチャレンジできる支援体制の整備

施策25　魅力ある雇用の創出

施策26　地域資源の掘り起こしと活用による観光振興

施策27　人を惹きつける魅力的なシティプロモーションの推進

施策28　快適で居心地の良い住環境の整備

施策29　住民生活を支える計画的なインフラの維持・管理

施策30　地域の実情に即した公共交通網の確立

施策31　安定したごみ処理の実施

施策32　環境保全の充実

施策33　町民参加のまちづくりの推進

施策34　健全な財政基盤の確立

施策35　職員の資質向上・効果的な組織の実現

施策36　効果的・効率的な行財政運営

８　 持続可能な町政運営を推進するまち　＜行財政運営＞

７　 機能的で自然と調和した快適なまち　＜都市基盤・環境＞

５　地域がつながり、安全で災害に強いまち　＜防災・交通・防犯＞

６　 魅力ある産業を育み、発信できるまち　＜産業・情報発信＞

４　自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち　＜健康・福祉＞

３　生涯を通じて学び、郷土とひとに愛着を持てるまち　＜社会教育・共生＞

２　子どもたちに未来を拓く力を育むまち　＜学校教育＞

１　まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち　＜子育て＞

未来像 主要施策

施策1　安心して出産や育児ができる環境づくり

施策2　地域ぐるみで子育てができる環境づくり

施策3　子育て家庭への支援

施策4　確かな学力と自立する力の育成

施策5　豊かな心と健やかな体の育成

施策6　質の高い学校教育の推進と教育環境の整備・充実

施策7　家庭・地域と一体となった教育の推進

施策8　自ら学べる環境の充実

施策9　 まちの歴史・文化の保存と活用

施策10　多様なスポーツ活動の普及促進

施策11　青少年の健全育成

施策12　人権と多様性の尊重

施策13　国内外交流・多文化共生の推進

施策14　自主的な健康維持の促進

施策15　 地域医療体制の充実

施策16　 地域で支えあい、助け合う体制づくり

施策17　 高齢者福祉の推進

施策18　障がい者福祉の推進

施策19　安定した社会保障制度運営

施策20　様々な災害に備えたまちづくり

施策21　身近な安心・安全の確保

施策22　空き家対策の推進

施策23　農業振興と6次産業化の推進

施策24　商工業振興と起業にチャレンジできる支援体制の整備

施策25　魅力ある雇用の創出

施策26　地域資源の掘り起こしと活用による観光振興

施策27　人を惹きつける魅力的なシティプロモーションの推進

施策28　快適で居心地の良い住環境の整備

施策29　住民生活を支える計画的なインフラの維持・管理

施策30　地域の実情に即した公共交通網の確立

施策31　安定したごみ処理の実施

施策32　環境保全の充実

施策33　町民参加のまちづくりの推進

施策34　健全な財政基盤の確立

施策35　職員の資質向上・効果的な組織の実現

施策36　効果的・効率的な行財政運営

８　 持続可能な町政運営を推進するまち　＜行財政運営＞

７　 機能的で自然と調和した快適なまち　＜都市基盤・環境＞

５　地域がつながり、安全で災害に強いまち　＜防災・交通・防犯＞

６　 魅力ある産業を育み、発信できるまち　＜産業・情報発信＞

４　自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち　＜健康・福祉＞

３　生涯を通じて学び、郷土とひとに愛着を持てるまち　＜社会教育・共生＞

２　子どもたちに未来を拓く力を育むまち　＜学校教育＞

１　まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち　＜子育て＞

施策を変更したため、修正する予定です。 

（施策 32⇒施策 32、施策 33 へ 

施策 33 番号⇒施策 34 へ、以下すべて番号繰り下げ） 
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（２） 各施策の内容 

（ページ構成） 

■未来像の成果指標 
目指す姿へ近づくための指標と
して、各種取組の成果を確認す
るための指標、現状値及び目指
す方向や目標値を記載していま
す。 

■現状と課題 
本町を取り巻く社会情勢や、国・
県・本町の統計データ、法改正等
を踏まえ、基本施策の現状を整
理するとともに、未来像の課題
を記載しています。 

■施策の方針（目指す姿） 
未来像が実現した姿として、将
来の杉戸町において、あるべき
姿を定めています。 
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■主な取組 
施策における具体的な取組や事
業を抜粋の上、記載しています。 

■施策の展開方法 
施策ごとに基本計画期間内にお
ける主要な取組内容を記載して
います。 

■関連する計画 
施策に関連する個別計画等を記
載しています。 

■関連する SDGｓ 
ＳＤＧｓの 17 の目標のうち、施
策と関連する目標を示していま
す。 

修正中 
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未来像１ まちぐるみで 子育てに関わり 応援できるまち ＜子育て＞ 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国全体で出生数が 70 万人を下回るような急速な少子化が進んでいる状況の下、本町の合計特

殊出生率は令和５（2023）年度で 1.05となっており、国の 1.20、埼玉県の 1.14を下回ってい

る状況です。今後は、誰もが安心してこどもを出産し、育てることができる取組が必要です。 

・保育ニーズに対する需要は年々高まっており、杉戸町民アンケート（町民一般）では、「安心し

て出産や育児ができる環境づくり」へのニーズが高くなっています。そのため、保育士人材の

確保に努めるとともに、幼稚園や保育園などに代表される教育・保育サービスの充実を図りな

がら、官民が一体となり連携・協力し合うことで、地域の中で子育てができるしくみづくりが

必要です。 

・はじめて子育てをする人などが、育児に関する情報や知識を得られるよう、わかりやすい子育

て情報の発信が求められています。 

こどもが地域に見守られながら、健やかに成長できる 

安心してこどもを産み育てることができる 

成果指標 現状値（R6） 目標値（R11） 

子育てしやすいまちと感じている町民の割合 — ％ 

合計特殊出生率   

こども家庭センター相談者数（実人数） 人 人 

乳幼児健診受診率 ％ ％ 

保育所（園）待機児童数 人 人 

放課後児童クラブ待機児童数 人 人 

子育て支援センター利用者満足度 ％ ％ 

ファミリー・サポート・センター利用件数 人 人 

子育て応援アプリ利用者数 人 人 
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■ 主要施策 ■ 

 

 

 

 
 

 

 

●こども家庭センターにおいて、児童福祉と母子保健が連携し子育てに関する相談や情報の提供など

を一元的に行い、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援の充実を図ります。 

●誰もが安心して妊娠、出産、育児ができるよう、健康診査や面談による心身のケアを充実していく

とともに、保健師等による訪問や相談などを通して子育てに対する不安の解消を図ります。 

●退院直後の母子に対して心身のケアやサポート等を行い、産後も安心して子育てができる支援体制

の確保を行う産後ケア事業の充実を図ります。 

 

 

●町立幼稚園や保育園において、こどもを安心して預けられるよう安全な施設運営に努めるとともに、

一時預かりや病児保育、町立幼稚園での預かり保育や満３歳児保育など、ニーズに即した保育サー

ビスの充実を図ります。 

●就労等により保育が必要な世帯に対し、安心して子育てができる環境を整えるため、民間認可保育

所や小規模保育事業所などと連携を図り、保育利用定員の拡大を図ります。 

●学校施設の有効活用などによる定員の拡大や、保育時間の延長により、放課後児童クラブ運営の充

実を図ります。 

 

主な取組              担当：子育て支援課、健康支援課、教育総務課 

・母子健康診査の実施 

・こども家庭センターの運営 

・町立幼稚園・保育園の運営 

・病児保育事業の実施 

・放課後児童クラブの運営 

・妊婦等包括相談支援事業の実施 

・町立幼稚園再編計画の見直し 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町こども計画 

・杉戸町健康増進計画・食育推進計画 

 

 

 

 

安心して出産や育児ができる環境づくり 施策１ 

１．こどもを産み育てやすい環境づくり 

２．就学前教育・保育サービスの充実  

関連する
SDGｓ 
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●家庭、学校、地域、職場など、あらゆる分野で子育て支援への関心や理解を深め、誰もが子育てに

関わりながら、すべてのこどもが健やかに成長できる環境づくりを推進します。 

●子育て世帯への支援のため、誰もが気軽に集い、交流や情報交換などにより、不安や悩みを相談で

きる子育て支援センターの充実を図ります。 

●子育て経験のある方など、地域住民による相互援助活動を推進し、ファミリー・サポート・センタ

ー事業の充実を図ります。 

 

 

●こどもに健全な遊びを提供し、こどもの心身の健康を増進するとともに、すべてのこどもに自分ら

しく過ごせる居場所を提供できるよう、多様な居場所の充実を図ります。 

●こどもが社会の一員として、やりたいことを実現できるようこどもの自主性や社会性の向上に一層

努めます。 

 

主な取組                         担当：子育て支援課 

・子育て支援センターの運営 

・ファミリー・サポート・センターの運営 

・児童館の運営 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町こども計画 

地域ぐるみで子育てができる環境づくり 施策２ 

１．気軽に相談できる環境づくり 

2．こどもの居場所の充実 

関連する
SDGｓ 
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●家庭の経済状態などによる子育てへの不安を減らすため、こども医療費や児童手当等の経済的な支

援の充実を図るとともに、食料支援や学習支援をはじめとした様々な子育て支援策を推進します。 

●ひとり親家庭等の経済的な自立に向け、各種助成制度や生活支援制度、就業支援制度の活用を促進

します。 

 

 

●要保護児童や障がい児をはじめ、援助を必要とするこどもと家庭に対するきめ細かな支援の充実を

図ります。 

 

 

●こどもの権利を守るため、児童相談所などの関係機関と緊密に連携し、児童虐待の防止を図ります。

また、こども家庭センターにおいて、情報提供や相談対応などの総合的な調整を行い、継続的な支

援を実施します。 

●本来大人が担うような家族のケアを行っているこども（ヤングケアラー）に対して、こどもの権利

を侵害されることなく、自分らしく過ごせるよう相談体制の充実と周知を図ります。 

 

主な取組              担当：子育て支援課、健康支援課、学校教育課 

・こども医療費の支給 

・妊婦のための支援給付事業の実施 

・妊婦等包括相談支援事業の実施（再掲） 

・多子世帯保育料軽減事業の実施 

・児童・生徒の就学援助 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町こども計画 

・第６次杉戸町障がい者福祉計画・第７期杉戸町障がい福祉計画・第３期杉戸町障がい児福祉計画 

 

 

 

 

 

 

 

子育て家庭への支援 施策３ 

１．子育て家庭の経済的負担の軽減 

2．配慮が必要なこども・家庭への支援 

3．こどもの権利の尊重 

関連する
SDGｓ 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 地域全体でこどもを見守る体制を醸成します。 

■ 出産や育児に関して相談できる仲間や地域をつくります。 

■ 子育てに関する情報を町民同士がＳＮＳ等を活用して、共有及び発信します。 

■ 子育てを終えた町民などが、子育てに関する経験や技術を生かして、様々な子育て支援に協力します。 
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未来像２ こどもたちに未来を拓く力を育むまち ＜学校教育＞ 

 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

・国では今後の教育の方針として「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差した

ウェルビーイングの向上」を掲げています。 

・杉戸町民アンケート（子育て世帯）では、教育において力を入れるべき取組として、「基礎学

力向上のための取組み」が最も高く、次いで「英語教育・国際理解教育」、「学校関係施設の整

備・充実」となっています。また、満足度と重要度のグラフでは、「質の高い学校教育の推進

と教育環境の整備・充実」が、満足度はマイナスであるが重要度の高い項目となっています。

変化の激しい社会を生き抜く子どもたちに育むべき力は、町民が最も必要性を感じている「基

礎学力」を学びの土台にした「自立して学ぶ力」になります。「自立して学ぶ力」の要素とな

る学習指導要領に示された資質・能力を、授業を中心とする教育課程全体を通して育むこと

で、「自立して学ぶ力」が身に付き、どのような状況にあっても、夢や目標を見失わず、自ら

学び、未来の創り手となってたくましく生き抜く児童・生徒を育成する必要があります。子ど

もたちが未来の創り手となる力を育むため、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

や教育環境の整備・充実が求められています。 

・こどもが抱える困難が多様化する中で、幸せや生きがいを感じながら安心して学べるよう、多

様な教育ニーズへの対応や地域とともにある学校づくりが求められています。 

 

質の高い教育の推進により、生きる力が育まれている 

一人一人のよさや可能性が尊重され、安心して自分を伸ばすことができる 

成果指標 現状値（R6） 目標値（R11） 

主体的に学習に取り組む児童の割合（小学校） ％ ％ 

主体的に学習に取り組む生徒の割合（中学校） ％ ％ 

授業内容を理解している児童の割合（小学校） ％ ％ 

授業内容を理解している生徒の割合（中学校） ％ ％ 

将来の夢や目標を持っている児童の割合（小学校） ％ ％ 

将来の夢や目標を持っている生徒の割合（中学校） ％ ％ 
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■ 主要施策 ■ 

 

 

 

 
 

 

 

●児童・生徒の知識及び技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間性の向上を図るた

め、授業改善を中心とした学力向上プロジェクトや総合学力調査に基づく取組などにより児童、生

徒一人ひとりの学力（生きる力）の向上を図ります。 

●児童や生徒一人ひとりの将来の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力を育て、社会の中

で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していくためのキャリア教育を推進します。 

 

 

●各学校の特色を生かした誇れる学校づくりを推進します。 

●社会の変化に対応する人材を育成するため、タブレット端末を全児童・生徒に配布し、ＩＣＴを活

用した教育を推進するとともに、英語教育をはじめとしたグローバル化に対応する教育を推進しま

す。また、感染症等により、対面授業が困難な状況にあっても、子供たちの学びを保障するために、

ICTの活用を図ります。 

●新入児童を対象とした小学校見学や体験授業を通して、幼児期の教育から小学校教育へのスムーズ

な移行を図るとともに、学習や生活に関する共通目標の設定など中学校区を単位として、学校間が

連携した小・中学校９年間の一貫した教育を推進します。 

 

 

●障がいのある児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援し、生活や学習上の困難を

改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う特別支援教育の充実を図ります。 

●不登校等様々な状況のこどもたちの居場所・学習支援の場として、必要に応じて「少人数支援室」

を設置し、個別の支援の充実を図ります。 

 

 

●幼稚園では、小学校以降のこどもの発達を見通し、様々な体験活動を通して自ら学ぶ意欲や社会で

適応する力の基盤を培っていきます。 

 

主な取組                          担当：学校教育課 

・学力向上プロジェクト（５つの共通実践、学力向上推進者による学び合い、全教員の授業公開及

び研究協議会） 

・特色ある学校づくりプロジェクト（学校自慢となる特色ある教育活動の推進） 

・SLCA（杉戸町語学及び文化アドバイザー）の活用 

 

確かな学力と自立する力の育成 施策４ 

１.教育内容の充実 

関連する
SDGｓ 

2.教育体制の充実 

3.多様なニーズへの対応 

4.就学前教育の質の向上 



  

67 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町こども計画 

・第３次杉戸町教育大綱 

・杉戸町教育行政重点施策 
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●こどもたちが心身ともに健全で、自らの未来を自分の力で切り拓いていくことができるよう、心に

響く道徳教育や地域と触れ合う「すぎと・ふるさと学習」、将来の職業選択肢を広げるための職場体

験学習などを通して、郷土を愛する豊かな心や自立心の育成を図ります。 

●ボランティア活動などの体験活動や自主的な活動を通じて、様々なことに興味を持つとともに、課

題解決能力の向上や豊かな人間性、価値観の形成を図ります。 

●体を動かす心地よさを感じながら、幼児の興味や関心に合わせた遊びを楽しんだり、自分なりの課

題を達成したりする経験を存分に行える幼児教育環境を整えます。 

 

 

●こどもたちが運動の特性に触れ、運動の楽しさを味わうことができるよう、発達の段階に合わせて、

体力向上につながる授業づくりを推進するとともに、新体力テストの結果を踏まえた効果的な体力

づくりを推進し、総合的な体力の向上を図ります。 

●食生活をはじめとした生活習慣の改善や、健康意識を育成するため、町内産農産物の活用などによ

る安全・安心な学校給食の提供を図ります。 

 

 

●様々な悩みや課題を抱えるこどもたちに対し、さわやか相談室や教育相談室をはじめとした多様な

相談体制を整えるとともに、一人ひとりを生かす効果的な指導や解決ができる環境の充実を図りま

す。 

●いじめの発生を防止するために、「杉戸町いじめ防止等のための基本方針」に基づく早期把握と迅速かつ

適切な対応に努めます。 

 

主な取組                    担当：学校教育課、教育総務課 

・すぎと・ふるさと学習の推進 

・いじめ防止への取組 

・小・中学校における体力向上の推進 

・小・中学校給食費の段階的無償化 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町こども計画 

・第３次杉戸町教育大綱 

・杉戸町教育行政重点施策 

・杉戸町いじめ防止等のための基本方針 

豊かな心と健やかな体の育成 施策５ 

１.健やかな成長支援の充実 

関連する
SDGｓ 

2.幼児・児童・生徒の健康増進 

３.心の悩みへの対応 
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●学校教育の質を高めていくため、教職員に対する研修の充実や効果的な授業の研究、関係機関と連

携した、教職員の資質・授業力の向上を図ります。 

●教職員の長時間勤務の縮減を図り、こどもと向き合う時間を確保するなど、教育の質を向上させる

ため、学校における働き方改革を推進します。 

 

 

●児童生徒が安心して学ぶことのできる環境を整えるため、学校施設・設備の充実や、教養・価値観・

感性等を育む学校図書の充実など、安心・安全で快適な教育環境の整備を推進します。 

 

主な取組                          担当：学校教育課 

・小・中学校の環境整備 

・教職員研修の充実 

 

＜関連する計画＞ 

・第３次杉戸町教育大綱 

・杉戸町公共施設総合管理計画・杉戸町個別施設計画 

・杉戸町教育行政重点施策 

・学校における働き方改革基本方針 

 

 

 

 

質の高い学校教育の推進と教育環境の整備・充実 施策６ 

１.教職員の資質向上と働き方改革の推進 

関連する
SDGｓ 

２.安心・安全で快適な教育環境の整備 
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●地域住民や保護者が力を合わせて学校運営に取り組むことで、地域とともにある学校づくりを推進

します。 

●家庭での教育力向上に向けた取組を充実させるとともに、学校と保護者や地域の方が共に知恵を出

し合い、一体となった教育の推進を図ります。 

●地域に開かれた幼稚園を目指すため、祖父母、保育園や小中学生などの世代間交流を通して、豊か

な生活体験を取り入れます。 

 

主な取組                    担当：学校教育課、社会教育課 

・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の推進 

・放課後子供教室の運営 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町こども計画 

・第３次杉戸町教育大綱 

・杉戸町教育行政重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域と一体となった教育の推進 施策７ 

１.家庭・地域とともにある教育環境の整備 

連携 

関連する
SDGｓ 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 学力の向上や健全な心と体を育む教育に協力します。 

■ 行事や授業、体験学習の支援など、地域ぐるみの学びを支援します。 

■ 地域とともにある学校づくりのために、学校運営協議会を中心に共に関わります。 

■ 就労の選択肢を広げるため、町内事業者などが、職業や農業体験の機会を提供します。 
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未来像３ 生涯を通じて学び、郷土とひとに愛着を持てるまち ＜社会教育・共生＞ 

 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢化の進展や平均寿命の延びなどにより、人生 100年時代と言われる中、経済的な豊かさを

楽しむのではなく、精神的なゆとりや心の豊かさをもたらす活動を楽しむことが求められるよ

うになりました。一人ひとりの心に充足感や豊かさ、生きる喜びが得られるよう、多様なニー

ズに対応した学習機会の提供と、そこで得た自身の知識・技能を地域社会において発揮できる

場が求められています。 

・手軽にいつでも楽しめるスポーツ活動に注目が集まり、また、非対面で行うことができる活動

も広がり始めています。スポーツ活動の大切さや楽しさを広める活動を含めて、スポーツへの

意識高揚を図っていくことが求められています。 

・誰もが差別されない社会を実現するため、人権問題に対して引き続き取り組むとともに、相談

体制のさらなる充実が求められています。 

・地域に住む外国人も増加しており、多様な言語や習慣などへの対応が求められているほか、自

治体同士の交流による地域の活性化や広域的な連携の必要性も高まっています。 

すべての町民が、多様な生涯学習を通じて心豊かに暮らせる 

すべての町民が、自分らしさを見つけて社会の中で活躍できる 

成果指標 現状値（R６） 目標値（R１１） 

生涯学習講座・教室等受講者数 人 人 

社会教育施設利用者数 人 人 

図書館の一人当たり貸出冊数 冊 冊 

生涯学習講座・教室等講座数 件 件 

町指定文化財の保存数（有形・無形） 件 件 

歴史・文化財の活用数 件 件 

スポーツ教室等参加者数 人 人 

体育施設利用件数 件 件 

人権・男女共同参画に関する講演・研修への参加者数 人 人 

附属機関女性委員登用率 ％ ％ 

国際交流事業参加者数 人 人 
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■ 主要施策 ■ 

 

 

 

 
 

 

 

●町民が生涯に渡って主体的に学び続けられる環境を実現するためには、学びの機会の質と量を向上

させる必要があります。出前講座等の質を高めるとともに、また、多様なニーズに対応した講座を

充実させることで、町民の参加意欲の向上を図ります。 

 

主な取組                          担当：社会教育課 

・すぎと町民大学の運営 

・子ども大学すぎとの運営 

・図書館の貸出、読書イベント等の利用促進 

・生涯学習講座の利用促進 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町立図書館サービス計画 

・第３次杉戸町教育大綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら学べる環境の充実 施策８ 

１．生涯学習機会の充実 

関連する
SDGｓ 
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●町の歴史や文化を後世に継承していくため、町内の史跡や文化財を適正に保護・保存するとともに、

無形文化財をはじめとした文化財の保存団体、後継者の確保を図ります。また、従来の保存方法だ

けでなく、ＩＣＴ技術の活用など、多様な保存方法を検討します。 

●町の歴史や文化財を活用した講演や展示を充実させるとともに、杉戸宿をはじめ、町の歴史や文化

を町の魅力発信の資源として活用を図ります。また、ＳＮＳなどを活用した積極的な情報発信を図

ります。 

 

 

●町民への地域文化の理解を深め、郷土への愛着を醸成していくため、町の歴史や文化の普及啓発を

図るとともに、小中学校や高校の学習に活用するなど、多くの世代に町の歴史や文化を伝えていく

機会の充実を図ります。 

 

主な取組                          担当：社会教育課 

・町の歴史・文化財の活用 

・町指定文化財の保存 

・埋蔵文化財の調査・記録 

 

＜関連する計画＞ 

・第３次杉戸町教育大綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の歴史・文化の保存と活用 施策９ 

１．文化財等の保存・活用 

２．歴史や文化に触れる機会の充実 

関連する
SDGｓ 
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●誰もが身近にスポーツを楽しめる環境を整えるため、スポーツイベントの開催や総合型地域スポー

ツクラブ活動への支援など、誰もが参加しやすいスポーツ活動の普及促進を図ります。 

●多様なスポーツ活動を支援し、スポーツによる心身の健全育成はもとより、スポーツを通じたまち

おこしや地域の活性化、地域コミュニティの醸成を図ります。また、様々なスポーツに関する情報

提供を図ります。 

●地域と一体となったスポーツ活動を推進していくため、各種スポーツ団体の育成や支援を行うとと

もに、活動を支える指導者やボランティアの育成、支援の充実を図ります。 

 

 

●既存の社会体育施設の適切な維持を行うとともに、町民のスポーツ・レクリエーション活動の拠点

として活用を図ります。 

 

主な取組                          担当：社会教育課 

・生涯スポーツや健康づくり事業の推進 

・生涯スポーツイベントの開催 

・社会体育施設等の維持管理 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町健康増進計画・食育推進計画 

・第３次杉戸町教育大綱 

 

 

 

 

多様なスポーツ活動の普及促進 施策 10 

１．スポーツ活動の促進 

関連する
SDGｓ 

２．スポーツ環境の整備 
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●青少年の健全育成に関する啓発活動や地域での体験活動などにより、社会の一員であることを自覚

し、自ら進んで社会参加できる青少年の育成を図ります。 

 

 

●インターネットやＳＮＳ等を利用した犯罪に巻き込まれないよう、また、他人への攻撃などをしな

いよう、安心してインターネット等を利用できる環境づくりや啓発を推進します。 

 

主な取組                     担当：子育て支援課、関係課 

・青少年健全育成連絡協議会の運営 

・インターネットの危険性や適正利用等の啓発事業等の実施 

・非行防止パトロールの実施 

 

＜関連する計画＞ 

・第３次杉戸町教育大綱 

 

青少年の健全育成 施策 11 

１．青少年の社会参加の促進 

関連する
SDGｓ 

２．青少年に係る非行・犯罪等の防止 
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●すべての人の人権が尊重される社会の実現を図るため、学校や家庭、地域など、あらゆる場を通じ

て人権教育や啓発を効果的・継続的に推進し、部落差別をはじめとする様々な人権問題の正しい理

解と認識を深めるため、各種研修会や指導者の養成などに取り組み、人権尊重意識の高揚を図りま

す。 

●人権擁護委員や民生委員・児童委員等と連携し、当事者の立場に立ったきめ細かな相談活動ができ

る体制を整え、問題の早期解決に向けた自立支援や人権擁護等の取組の充実を図ります。 

●性的マイノリティ（ＬＧＢＴなど）に対する理解促進を図り、性の多様性を尊重する社会を目指し

て、パートナーシップ・ファミリーシップ制度等の周知啓発を図ります。 

 

 

●男女がお互いを尊重し、自分らしい生き方ができるよう、職場での男女平等、育児・介護休業制度

の活用、政策・方針決定の場への男女共同参画などを促進するとともに、ＤＶ（ドメスティック・

バイオレンス）やハラスメントの防止、ジェンダー克服等のための学習機会や情報の提供により、

地域や家庭等における男女共同参画意識の高揚を図ります。 

●配偶者等からの暴力をはじめ、自立した生き方を阻害する様々な問題に悩む方を支援するため、相

談体制の充実を図ります。 

 

主な取組               担当：人権・男女共同参画推進課、関係課 

・人権教育・啓発・研修等の実施 

・男女共同参画研修等の実施 

・ＤＶ・ハラスメントの防止 

・女性相談窓口の設置 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町人権施策推進指針 

・すぎと男女共同参画プラン（第６次） 

人権と多様性の尊重 施策 12 

１．人権の尊重 

関連する
SDGｓ 

２．ジェンダー平等の推進 
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●様々な国や地域との交流活動を通して、異なる国や地域の文化、生活習慣への理解を深めるととも

に、町内に住む外国人の地域参加を促進します。 

●国際化に対応する人材を育成するため、姉妹都市である西オーストラリア州バッセルトン市に加え、

様々な方法での交流事業や、国際交流協会をはじめとした自主的な交流活動の支援の充実を図りま

す。 

 

 

●災害時の協力体制の構築や連携事業による交流人口の増加などを推進するため、福島県双葉郡富岡

町、埼玉県児玉郡神川町との交流をはじめ、日光街道周辺の自治体との連携など、地域間の交流と

連携の強化を図ります。 

 

主な取組                 担当：住民協働課、学校教育課、関係課 

・オーストラリア・バッセルトン市との交流事業 

・国内都市との交流事業の実施 

・国際交流協会の支援 

・児童・生徒等の相互交流の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内外交流・多文化共生の推進 施策 13 

１．多文化共生社会づくり 

関連する
SDGｓ 

２．交流によるまちづくりの推進 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 生涯を通じて学びの姿勢を持ち、様々な生涯学習活動を行います。 

■ 町や地域の歴史・文化等に関心を持ち、保存や活用に努めます。 

■ 知識や技術、経験などを活用し、地域での学びや体験・交流機会の創出に努めます。 

■ 様々なスポーツに関心を持ち、体を動かす習慣を身につけます。 

■ すべての年代の町民に対して多様性や人権、差別禁止の意識を高め、自他を尊重できるようにし

ます。 

■ よりよいまちづくりの参考にするという意図も含め、周辺自治体や姉妹都市などと積極的な交流

を図ります。 

■ 多様な人々が互いにルールを守り、協力し合いながら共に暮らせる地域づくりに努めます。 
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未来像４ 自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち ＜健康・福祉＞ 

 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・近年、社会的孤立をはじめとして、個人・世帯の抱える課題が複雑化しています。こうした課題
に対し、地域と連携し、伴走支援を行う取組が必要です。さらに、地域住民等が参画しながら
地域をともに創っていく「地域共生社会」の実現を図ることが求められています。そのため、
地域の中でともに認め合い、助け合うことのできる取組が必要です。 

・杉戸町民アンケートでは、年代・性別や健康への関心度等によって自分自身が健康であると感
じる割合が高い層とそうでない層に分かれている状況です。人生 100 年時代を迎え、自らの健
康を守りながら、住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らしていくには、誰もが健康に過ご
すことのできる期間、いわゆる健康寿命を長くするため、個人が健康を維持していくことがで
きるしくみづくりが求められます。 

・障がい者や高齢者が住み慣れた地域でいつまでも過ごすことができるよう、福祉サービスの充
実が求められます。 

・人口減少や少子高齢化が進展する中での社会保障制度については、公費負担と受益者負担の適
正なバランスに配慮しつつ、持続的・安定的に制度を運営していくことが必要となります。そ
のためには、中長期的な各種サービスの需要や必要となる町の負担額を適正に把握することが
求められます。 

 

こどもから高齢者まで、一人ひとりが心身ともに健やかに暮らすことができる 

地域のつながり・支え合いによって、不安や困りごとが解決できる 

成果指標 現状値（R６） 目標値（R１１） 

健康寿命（男性 65歳） 歳 歳 

健康寿命（女性 65歳） 歳 歳 

日常的に健康増進の取組を行っている人の割合 ％ ％ 

がん検診受診率 ％ ％ 

予防接種法に基づく A類疾病定期予防接種の平均接種率 ％ ％ 

特定健診受診率 ％ ％ 

日常的に近所づきあいをしている人の割合 ％ ％ 

地域の活動に参加している人の割合 ％ ％ 

シニアサロン数 団体 団体 

げんき SUGI 体操実施団体数 団体 団体 

障がい者の就業人数（障がい者就労支援センター経由） 人 人 

要介護・要支援認定率 ─ ％ 
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●自分の健康は自分で守るという考えをもとに、誰もが自主的に健康を維持していくことができるよ

う、健康に関する正しい知識の普及や相談体制の充実、情報提供や体を動かす機会の充実を図りま

す。 

●食育に対する正しい知識の習得や実践を通じて、健康的な生活習慣の定着や生活習慣病の発症リス

クの軽減を図ります。 

●精神保健に関する正しい知識の普及や相談を受けやすい体制の整備、自殺対策のためのゲートキー

パー養成など、心の健康を保っていくための取組の充実を図ります。 

 

 

●がん検診や生活習慣病の予防に向けた特定健診など、病気の予防や早期発見につながる取組の充実

を図ります。 

●インフルエンザをはじめとした感染症対策のため、各種予防接種を実施するとともに、感染症に関

する正しい知識の普及を図ります。 

●国や県などからの情報収集に努め、感染の状況や支援に関する正確な情報の把握と迅速な町民への

提供を図ります。また、感染拡大などが発生した場合の体制の強化を図ります。 

 

主な取組                          担当：健康支援課 

・自主的な健康管理の推進 

・食育の推進 

・健康相談、食事相談窓口の設置 

・がん予防・検診の推進 

・予防接種の実施 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町健康増進計画・食育推進計画 

・杉戸町国民健康保険 第２期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画 

・第２期杉戸町自殺対策計画 

 

 

 

 

自主的な健康維持の促進 施策 14 

１．ライフステージ・ライフコースに応じた健康づくりの推進 

関連する
SDGｓ 

２．疾病対策の推進 
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●町民が安心して医療を受けることができるよう、関係機関や近隣市町との連携により、広域的な救

急医療体制や、休日診療の運用など、地域の医療体制の整備を図ります。 

●二次救急医療機関の役割を担う中核的病院の誘致を近隣自治体と協力して目指します。 

 

主な取組                          担当：健康支援課 

・地域医療体制の整備 

・休日診療等の実施 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町健康増進計画・食育推進計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域医療体制の充実 施策 15 

１．地域医療連携・救急医療体制の推進 

関連する
SDGｓ 
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●誰もが、お互いに支え合い、安心して自分らしく暮らすことができる地域共生社会の実現に向けて、

防災訓練や見守り活動、地域の子育て支援活動など、地域の自主的な活動の支援・充実を図ります。 

●町民の地域のコミュニティ意識の高揚や活動への参加を促進するため、様々な地域の活動内容の周

知を図るとともに、活動を支える地域リーダーの育成を図ります。 

 

 

●社会福祉協議会や民生委員・児童委員、各種関連団体など、地域に密着し、地域のつながりを支え

る団体や人材の育成・支援を図ります。 

 

主な取組                  担当：福祉課、住民協働課、関係課 

・地域コミュニティ活動の促進 

・民生委員・児童委員・保護司の活動支援 

・社会福祉協議会の活動支援 

 

＜関連する計画＞ 

・第３次杉戸町地域福祉計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で支え合い、助け合う体制づくり 施策 16 

１．地域における協力体制づくり 

関連する
SDGｓ 

２．人材・団体等の育成と活動支援 
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●高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らすことができるよう、地域包括支援センターで

の総合的な相談を行うとともに、緊急通報システムの運用や認知症サポーター養成などによる日常

生活での安全の確保、要援護者あんしん見守りネットワークによる見守り活動など、高齢者とその

家族が住みやすい環境を整えます。 

●介護を必要とする高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく暮らすことができる環境を整えるため、

住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供する地域包括ケアシステムの構築を推進しま

す。 

 

 

●高齢者が生きがいを持って豊かな生活を送れるよう、交流や社会参加の場であるシニアサロンや老

人クラブなどの活動を支援するほか、高齢者の経験や知識、技能を活かすことができるよう、就業

や社会参加を促進します。 

●高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らすため、介護予防をきっかけに地域でつながりが持てる

よう、啓発活動や情報提供及び住民主体となる介護予防の取組の充実を図ります。 

 

主な取組                          担当：高齢介護課 

・高齢者と地域のつながり再生事業の実施 

・げんきＳＵＧＩ体操の推進 

・地域包括支援センターの運営 

・介護予防情報の発信 

 

＜関連する計画＞ 

・第３次杉戸町地域福祉計画 

・杉戸町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画  

高齢者福祉の推進 施策 17 

１．地域包括ケアシステムの推進 

関連する
SDGｓ 

２．いつまでもいきいきと暮らせる地域づくり 
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●障がいのある人の相談支援体制を充実させ、日常生活や将来を見据えた支援を行うため、基幹相談

支援センター及び地域生活支援拠点を運営するとともに、障がい者就労支援センターなどを運営す

ることにより、障がいのある人の就労支援の充実を図ります。 

●障がい者週間記念事業等による交流機会の創出など、障がいのある人が住み慣れた地域で安心して

生活を送ることができるよう、地域への参加機会の創出を図ります。 

 

 

●障がいの有無にかかわらず、ともに認め合い、支え合う地域づくりを推進していくために、障害者

差別解消法に基づく障がいを理由とする差別の解消や合理的配慮について積極的な周知、啓発を図

るとともに、障がいのある人への虐待の防止や権利擁護の推進を図ります。 

 

主な取組                            担当：福祉課 

・埼葛北地区基幹相談支援センターの運営及び埼葛北地区地域生活支援拠点の運営 

・障がい者就労支援センターの運営 

・重度心身障がい者への経済的支援事業 

・障がい者週間記念事業等の実施 

・手話及び手話言語の理解・普及 

 

＜関連する計画＞ 

・第３次杉戸町地域福祉計画 

・第６次杉戸町障がい者福祉計画 

・第７期杉戸町障がい福祉計画・第３期杉戸町障がい児福祉計画 

 

  

障がい者福祉の推進 施策 18 

１．自立と社会参加の促進 

関連する
SDGｓ 

２．障がいに対する理解の促進 
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●国民健康保険制度や後期高齢者医療制度、介護保険制度をはじめとした社会保障制度への理解や関

心を高め、給付と負担のバランスを図りながら適切な制度の運用を図ります。 

●持続的な制度の運用を図るため、保険税（料）などの滞納解消に努めます。 

 

 

●町民の健康や介護に対する意識を高め、病気の予防や介護予防を推進することで医療費等の抑制を

図るとともに、町民の元気で健康な生活の実現を図ります。 

 

 

●生活に困窮する町民に対し、関係機関と連携した生活相談や就労支援などを行うとともに、必要に

応じて生活保護制度の利用につなげるなど、生活の安定と自立を促すため、様々な社会保障制度の

適切な利用につなげます。 

 

主な取組                  担当：町民課、高齢介護課、福祉課 

・国民健康保険特別会計の運営 

・後期高齢者医療特別会計の運営 

・介護保険特別会計の運営 

・生活困窮者自立相談支援機関等及び東部中央福祉事務所との連携推進 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画 

・杉戸町国民健康保険 第２期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定した社会保障制度運営 施策 19 

１．適正な制度運営 

関連する
SDGｓ 

２．疾病予防・介護予防の推進 

３．生活困窮者の自立支援 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 健康づくりに関心を持ち、自主的な健康維持の活動を行います。 

■ 転入して間もない住民や、孤立していると思われる住民等も含めて地域とつながることができる

よう、近所同士であいさつや声かけを行います。 

■ 散歩のついでなど、気軽な気持ちで見守り活動を行います。 

■ こども、高齢者、障がい者、外国人など、すべての人が暮らしやすい地域を目指します。 
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未来像５ 地域がつながり、安全で災害に強いまち ＜防災・交通・防犯＞ 

 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

・近年は、大きな災害が頻発し、本町においても台風接近に伴い自主避難所を開設するなど、災
害に対する備えや発生時の対応の重要性はますます高まっています。しかしながら町民アンケ
ートでは、避難路・避難場所を特に若い世代等が知らない傾向となっています。そのため、様々
な災害に備えたまちづくりを引き続き実施していく必要があります。また、町民だれもが自分
の安全は自分で守る「自助」や、まわりの人と協力しあって守る「共助」などの考え方を広く
周知するため、自主防災組織への支援を続けるとともに、高齢者や障がい者への支援・配慮も
必要となります。また、ジェンダーレス対応の避難所の推進として、女性防災士の育成が必要
となります。 
・防犯について、刑法犯認知件数は減少傾向にあるものの、特殊詐欺、インターネットを介した
犯罪など、社会情勢に応じた新たな手口の犯罪が発生しており、対策が求められます。 
・交通安全について、交通事故発生件数は減少傾向にあるものの、自転車関連事故の割合が増し、
特に高齢者が関わる事故が多いことから、自転車運転時の交通マナーなどの啓発がさらに必要
です。 
・高齢化や人口の減少に伴って町内の空き家が増加し、防犯環境や環境衛生の悪化が懸念されて
います。所有者に対し空き家の発生予防の啓発を行うとともに、周辺の防犯環境や生活環境に
影響を及ぼす、管理不全の空き家について、適正な管理を指導する必要があります。 

自助・共助・公助により、災害時の被害が最小限に抑えられる 

交通事故や犯罪、消費者トラブル等から町民が守られている 

空き家の適正管理・利活用等ができている 

成果指標 現状値（R６） 目標値（R１１） 

防災協定締結数 件 件 

地区防災計画策定率 ％ ％ 

自主防災組織の防災士所属率 ％ ％ 

避難路・避難所を知っている人の割合 ％ ％ 

災害時要支援者個別計画策定率 ％ ％ 

交通事故発生件数 件 件 

犯罪発生件数（刑法犯認知件数） 件 件 

町内空き家解消件数（累積値） 件 件 
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●災害の発生が予想される場合や災害の発生時に、必要な対応を迅速に行うことができるよう、災害

対策本部の運営や関連機関との連携、各分野での初動対応などについて、情報の共有や訓練の実施

などにより、職員や関係機関の対応力の強化を図ります。また、食料などの備蓄品の整備や、地域

の事業者との防災協定を通じて物資の供給体制の強化を図ります。 

●災害発生時に迅速な対応や避難を行うための情報を提供していくため、防災無線をはじめとした多

様な情報提供手段の確保を図るとともに、デジタル技術やドローン等の活用により、情報の収集・

提供体制の強化を図ります。 

●誰もが命を守る効果的な避難行動をとることができるよう、タイムラインの作成や災害時要支援者

の把握、障がい者の防災訓練への参加や学校における児童・生徒の安全確保など、地域の実情に沿

った避難行動の確立を図ります。 

 

 

●災害の発生に備え、災害対応のマニュアル化や自主防災組織の支援、地域での防災訓練や防災士と

消防団の連携強化などによる、平時から災害を想定した対策や準備を推進するとともに、ハザード

マップや避難所の周知により、町民の防災意識を高め地域の防災力の強化を図ります。 

 

 

●災害による被害を最小限とするため、老朽化した施設等の計画的な更新や定期的な点検を実施する

とともに、道路の冠水対策など、様々な災害に備えた対策の強化を図ります。また、主要河川の治

水対策などについて、管理者である国及び県に対し、維持管理や防災対策について要望していきま

す。 

 

主な取組                          担当：危機管理課 

・自主防災組織の育成 

・防災備蓄品の整備 

・防災行政無線の運用 

・ハザードマップの更新 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町地域防災計画 

・杉戸町国土強靱化地域計画 

・杉戸町国民保護計画 

 

様々な災害に備えたまちづくり 施策 20 

１．危機管理体制の整備 

関連する
SDGｓ 

２．地域防災力の強化 

３．防災対策の推進 
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●埼玉東部消防組合や消防団の出動体制を確保し、消防救急体制の充実・強化を図るとともに、町民

による火災予防への取組や適切な救急車の利用を啓発します。また、自主防災組織等の活動を支援

するため、初期消火訓練や救急救命講習などを実施し、消防・救急知識の普及を図ります。 

 

 

●交通安全活動や交通安全教育の実施により、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの周知・啓発を

図ります。警察などの関係機関と連携しながら交通安全施設を整備し、交通事故の減少・防止に努

めます。また、自転車の事故を防止するため、自転車利用時の交通安全意識の向上に取り組みます。 

 

 

●身近に起こり得る犯罪を防止し、安心して生活できる環境を整えるため、防犯協議会や警察などの

関係機関と連携した地域防犯体制の強化や、防犯灯をはじめとした防犯設備の充実を図ります。ま

た、武力攻撃やテロ行為などから町民を守るため、関係機関と必要な連携・協力体制を整備します。 

●こどもの安全確保のため、保護者や学校、地域の連携による見守り活動や下校時の一斉放送などに

よる登下校時の交通事故や不審者等からこどもたちを守る安全確保の取組を推進するとともに、ホ

ッとハウスをはじめとしたこどもたちを犯罪から守るしくみの充実を図ります。 

 

 

●犯罪を未然に防ぐため、警察や防犯協議会と連携し、各種情報発信手段を活用した注意喚起を行い

ます。また、県消費生活支援センターとの連携や広域的な対応による消費生活相談の実施により、

被害発生時における迅速な解決を図ります。特に、高齢者の被害が多いことから、高齢者が被害に

あわないためのアドバイスや啓発活動を、消費生活団体等の関係機関と連携して行うなど、高齢者

に対するサポートの充実を図ります。 

 

主な取組                    担当：危機管理課、産業振興課 

・自転車交通安全教育の推進 

・交通安全・防犯対策設備の整備 

・交通安全・防犯対策の実施 

・消費者保護対策の実施 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町地域防災計画 

 

身近な安心・安全の確保 施策 21 

１．消防体制の強化 

関連する
SDGｓ 

２．交通安全の推進 

３．防犯対策の充実 

４．消費生活の安全性向上 



 

91 

 

 

 

 

 
 

 

 

●空き家の発生を予防するため、周知啓発を進めるとともに、相談体制の充実を図ります。特に空き

家問題は、その約６割が相続に関することが原因となっているため、適切な相続対策の周知を進め

ます。 

●空き家の所有者等に対し、適切に管理するよう助言・指導するとともに、空家等対策協議会からの

専門的な助言を踏まえ、管理不全な空き家の対策強化を図ります。 

●所有者の死亡や相続放棄等により、所有者が不明である等、空家等の改善が滞ることとなった場合

には、必要に応じ、財産管理制度を活用した空家等の解消を検討します。 

●空き家等の減少に向けて、移住促進や創業を希望される方への空き店舗や空き家の活用を促進など

ついて検討し、関係課や地域の関係団体と町内の連携を深めながら、活用の促進に取り組みます。 

 

主な取組                      担当：危機管理課、関係課 

・空き家・空き店舗の活用支援 

・空家等対策協議会の運営 

・空き家の実態調査 

・空き家所有者への適正管理の指導・助言 

・杉戸町空き家バンク 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町空家等対策計画 

・杉戸町立地適正化計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

空き家対策の推進 施策 22 

１．計画的な空き家対策 

関連する
SDGｓ 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 町民主導の防災訓練に向けて地区単位で検討・企画を行うほか、地域の防災訓練などに参加し、

災害が起きたときの正しい行動を身に付けます。 

■ 災害が発生したときには、可能な範囲で地域の避難活動や復旧活動に協力します。 

■ 防犯意識や交通安全について積極的に情報収集を行い、意識を高めるとともに、地域の見守り活

動や啓発活動などに協力します。 

■ 隣近所にひと声かけるなど、日頃から地域のつながりを保ち、お互いに協力できる関係を築きま

す。 

■ 家族が健在なうちから、将来誰がどのように家を管理するか話し合い、空き家が管理不全な状態

になるのを未然に防ぎます。 
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未来像６ 魅力ある産業を育み、発信できるまち ＜産業・情報発信＞ 

 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 
 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

・本町の産業は、担い手不足をはじめ、グローバル化の加速や大型郊外店の出店、インターネット
の通販の進展等による地域経済への影響が懸念されています。町民ワークショップでは、農業新
興や農業による活性化に関する意見が多く挙がっています。 

・今後本町の産業がより発展していくためには、既存の事業者や新規創業者に対する所得向上及び
経営継続を支援しつつ、本町の資源を生かしながら、独自のブランドや特徴を明確にした産業を
振興することが必要です。 

・本町の魅力を感じることができる地域資源の掘り起こしを進めるとともに、本町の魅力を広く知
ってもらうためのシティプロモーションを引き続き推進していくことが必要です。 

 

事業者が活気にあふれ、成長し、新たな事業が展開されている 

町の魅力発信により、知名度が向上し賑わいが生まれている 

政策指標 現状値（R6） 目標値（R11） 

新規就農者数（累積値） 人 人 

新規創業件数（累積値） 件 件 

認定農業者数 人 人 

町内就業者数 人 人 

観光入込客数 人 人 

農地集積率 ％ ％ 

町内産農産物活用数 件 件 

地域資源数（推奨土産品、グルメなど） 個 個 

アグリパークゆめすぎと来場者数 人 人 

町ホームページ閲覧数 件 件 

杉戸町観光協会ホームページアクセス数 件 件 

SNS フォロワー数 人 人 

「すぎめー。」登録者数 人 人 
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■ 主要施策 ■ 

 

 

 

 
 

 

 

●町の約半分を農地が占めている一方、農業の担い手不足が深刻となっているため、農地中間管理機

構による農地の集積・集約をはじめとした耕作基盤の整備とともに、農地やその周辺環境を地域が

共同で保全していく活動を支援し、優良農地の保全と確保を図ります。また、環境に配慮した取組

やスマート農業を推進するなど、農業経営支援の充実を図ります。 

 

 

●農業後継者や新たな就農者、認定農業者や農業法人などの多様な担い手を確保・育成し、町の農業

の持続的な発展を図ります。 

 

 

●生産者や出荷組合の支援による品質の向上や、付加価値の高い農産物の生産・加工品の開発などを

支援し、農業の６次産業化を促進します。また、対面販売・移動販売の実施や町内産農産物の学校

給食への活用など、販売機会の拡大や地産地消による農産物の消費の拡大を図ります。 

●多くの来場者が訪れる道の駅アグリパークゆめすぎとにおいて、新鮮な農産物の販売体制の充実や、

ニーズを踏まえた食堂メニューの開発、農業体験の拡充、広大な公園を活用したイベント等の積極

的な誘致を図るなど、アグリパークのより一層の魅力向上を図ります。 

 

主な取組                          担当：産業振興課 

・新規就農者の確保・育成 

・農地耕作条件の改善等による農地の集積・集約 

・地域農業共同活動の支援 

・農のサポーター育成塾の運営 

・地域特産物・地域ブランドの開発 

・アグリパークゆめすぎとの観光・交流拠点機能の強化 

・埼玉県立杉戸農業高等学校等との連携事業 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸農業振興地域整備計画 

・農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想 

 

農業振興と６次産業化の推進 施策 23 

１.農業経営支援の充実 

関連する
SDGｓ 

３.農産物の消費拡大促進と体験機会の創出 

２.農業を担う人材の確保・育成 
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●地域経済を活性化し、賑わいのあるまちを実現していくため、商工会やＮＰＯ法人等との連携や、

国及び県の支援制度の周知・活用により、町内企業や商店の支援体制の強化を図るとともに、農業

をはじめとした様々な業種と連携した取組の充実を図ります。 

 

 

●様々な業種・業態の起業を後押しするため、商工会との連携や広域的な連携による支援の充実を図

るとともに、起業にチャレンジしやすいよう、起業前後の相談・支援体制や町独自の空き家や空き

店舗等活用に対する補助制度の充実を図ります。 

 

 

●町内事業者に対し、事業の継続や新たな取組への支援の充実を図ります。 

●商工祭の開催など、商工業を地域で盛り上げる機会をつくります。 

 

主な取組                          担当：産業振興課 

・創業支援事業の実施 

・地元企業応援事業の実施 

 

＜関連する計画＞ 

・創業支援等事業計画 

 

 

商工業振興と起業にチャレンジできる支援体制の整備 施策 24 

１.連携による地域経済の活性化 

関連する
SDGｓ 

2.起業・事業拡大の促進 

3.地元企業の応援 
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●町内での就業を支援するため、ハローワークと連携した相談会や情報の提供の充実を図るとともに、

若い世代をはじめとした町内就業の促進を図ります。 

●障がい者就労支援センターやシルバー人材センターなどと連携しながら、障がい者や高齢者の雇用

の確保を図ります。 

 

 

●企業への支援や多様な企業の誘致による新たな雇用の創出を図ります。 

 

 

●事業所における働きやすい環境づくりについて、事業主への啓発を図るほか、男女雇用機会均等法

の普及・啓発などにより、働く女性がその能力を十分に発揮できる雇用環境の実現を図ります。 

 

主な取組                          担当：産業振興課 

・魅力ある雇用創出事業 

 

 

魅力ある雇用の創出 施策 25 

１.就労の支援 

関連する
SDGｓ 

3.雇用環境の充実 

2.雇用の創出 
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●町内で生産・販売される農産物や商品などをはじめ、様々な産業や教育機関との連携による付加価

値の高い商品の開発・販売を推進し、「杉戸ブランド」として魅力を高めていくことで、産業の活性

化と町の魅力の向上を図ります。 

 

 

●町内で生産・販売される農産物や商品、道の駅アグリパークゆめすぎとをはじめとした施設や町の

歴史・文化、古利根川流灯まつりなど、町の魅力発信や地域の活性化につながる地域資源の充実を

図ります。 

●マスコットキャラクターや杉戸宿、古利根川流灯まつり、大落古利根川を活用した事業などの資源

を効果的に活用した地域の賑わい創出や、交流人口の増加を図る取組により観光振興を図ります。 

 

主な取組                       担当：産業振興課、関係課 

・古利根川流灯まつりの開催 

・推奨土産品のＰＲ 

・マスコットキャラクターの活用 

地域資源の掘り起こしと活用による観光振興 施策 26 

１.地域生産物のブランド化と魅力発信 

関連する
SDGｓ 

2.地域資源の発掘・観光振興の充実 
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●より分かりやすく伝わりやすい広報紙を目指し、町民へ行政情報やイベント等の情報を届けます。

また、町民が必要な行政手続きなどの情報にいつでもアクセスできるよう、ホームページ等の充実

を図ります。 

●若い世代や子育て世代に向けた情報発信を充実させるとともに、必要なときに必要な情報を得られ

るよう、ホームページや広報紙のほか、ＳＮＳ等の多様なメディアの活用を図ります。 

 

 

●多くの人に杉戸町の魅力を知ってもらい、誰もが杉戸町を「来たい、見たい、知りたい」まちと思

えるよう、ホームページやＳＮＳをはじめとする各種メディアを活用したシティプロモーションを

強化し、町の知名度の向上を図ります。 

●町内外の若い世代や子育て世帯に対して、「住みたい町」「住み続けたい町」となるようにプロモー

ションを実施します。また、これからの地域の担い手となる世代を中心に、町への愛着を高めてい

くことで、関係人口の創出・拡大及び定住人口の増加を目指します。 

 

主な取組                      担当：秘書広報課、関係課 

・シティプロモーションの推進 

・移住・定住促進プロモーションの推進 

・公式ＳＮＳの運用 

 

＜関連する計画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人を惹きつける魅力的なシティプロモーションの推進 施策 27 

１.町民への行政情報の発信 

関連する
SDGｓ 

２.ひとの流れを作るシティプロモーション 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 町内産の農産物や食品をブランド化し、積極的に消費・活用します。 

■ 農地やその周辺の保全に努めます。 

■ 企業における町内在住者の雇用に努めます。 

■ 子育て中の保護者や高齢者、障がい者など様々な人が働きやすい就業環境の実現に努めます。 

■ 新たな就農者や起業者を受け入れることができる地域を作ります。 

■ 空き家や空き店舗等を活用して、事業を行うことができるよう支援します。 

■ 町に愛着を持ち、農産物や歴史、文化など、まちが持つ様々な魅力を内外に発信します。 

■ 情報交換や相談、新規事業の企画ができるよう、事業者や活動したい町民が集まれる仕組みを作

ります。 

 

 



  

100 

 

 

未来像７ 機能的で自然と調和した快適なまち ＜都市基盤・環境＞ 

 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

・すべての町民が安全で快適な生活ができるような住環境を確保するため、道路、公園、上下水
道などの都市基盤を計画的に整備していくとともに、老朽化した施設についても計画的に改修
や補修を実施することが必要です。 

・町民ワークショップ（10代）では、「地域によって若い世代が少なかったり、居住人口が少ない
など、居住地域によって偏りがある」といった意見が複数挙がっています。本町の開発許可制
度の基準に基づき、良好な宅地水準の確保に努めてきましたが、東武動物公園駅と本町を結ぶ
都市計画道路の整備や、近隣市町を結ぶ都市計画道路の整備に伴う周辺地域の開発による中心
市街地の活性化、道路沿道の良好な住宅環境等の整備などが求められています。 

・地球温暖化の問題をはじめとする環境問題にも十分配慮しながら、都市基盤等の整備を進める
とともに、引き続き、自然環境の保全や再生可能エネルギーの利用など、環境に関する情報提
供・周知を図ることが求められています。 

どの年代においても、安心して快適に移動・生活ができる 

自然環境を保全することで、安らぎのある住環境が創出されている

政策指標 現状値（R6） 目標値（R11） 

住環境に関する満足度 

（バリアフリー、市街地整備、景観、公園等満足度） 
％ ％ 

インフラ整備に対する満足度（上下水道満足度） ％ ％ 

水道耐震管延長 ｍ ｍ 

下水道水洗化率 ％ ％ 

町内巡回バス利用者数 人 人 

住民一人当たりのごみ排出量 kg kg 

ごみのリサイクル率 ％ ％ 

環境教育事業実施数 件 件 

杉戸町役場のCO2排出量 kg kg 
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■ 主要施策 ■ 

 

 

 

 
 

 

 

●これからのまちづくりをデザインするための都市計画マスタープランや、立地適正化計画を踏まえ

町有地の活用など、町の活性化に寄与する土地利用方法について検討を行います。 

●都市公園や子ども広場をはじめとした地域の交流の場、こどもの居場所を確保していくとともに、

地域とともに計画的な修繕等の維持管理を行うことで、地域コミュニティの発展や環境美化意識の

向上を図ります。 

●年齢や性別、障がいの有無にかかわらず、誰もが安全に施設や道路を利用できるよう、ユニバーサ

ルデザインのまちづくりを推進していくとともに、民間事業者と連携し、町民が利用する民間施設

や公共交通機関などのバリアフリー化を推進し、安全な活動範囲の拡大を図ります。 

 

 

●良好な住宅環境を確保するため、開発許可制度による良好な宅地水準の確保を図るほか、屋外広告

物の規制などにより、快適な住環境の維持を図ります。 

●騒音・悪臭などの公害の防止や空き地の適正管理の指導、不法投棄の対策、地域での環境美化活動、

衛生環境の保全を図ります。 

●近隣市町を結ぶ都市計画道路の整備を進めることで、アクセス性向上を図ります。 

●公共施設の敷地や町有地をはじめとした保有資産については、周辺地域と一体になった整備・活用

方法を検討するとともに、民間活力を活用するなど、様々な手法を取り入れながら、町の活性化に

つながる公共空間の有効活用を図ります。特に、東武動物公園駅東口通り線周辺の整備については、

道路の拡幅による通行の安全・安心確保にあわせて、周辺の地域資源を活用し、賑わいを生み、滞

留したくなるまちの創出を図ります。 

 

主な取組            担当：都市施設整備課、市街地整備推進室、建築課 

・東武動物公園駅東口通り線整備事業 

・開発許可制度の運用 

・新橋通り線整備事業、下野久喜線整備事業 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町都市計画マスタープラン 

・杉戸町立地適正化計画 

・東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり構想 

快適で居心地の良い住環境の整備 施策 28 

１.誰もが安心して暮らすことができるまちづくりの推進 

関連する
SDGｓ 

2.安全で快適な住環境、道路環境の整備 
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●道路や橋りょうの適切な維持管理を行うとともに、車両や歩行者の通行量や安全性、災害時の必要

性などを踏まえ、老朽化対策や耐震化、バリアフリー化など、安心・安全な道路環境の確保のため

の計画に基づき整備や更新を図ります。 

 

 

●水道施設の計画的な整備と長寿命化を図り、安全で安定した水道水の供給を図ります。また、災害

時における水道施設の復旧体制の確立、給水体制の強化など、災害時でも安定して水道水を供給で

きる体制づくりを図ります。 

●下水道供用開始区域内の下水道未接続世帯の解消を図ります。 

●水道事業及び下水道事業においては、受益者負担適正化の観点から事業運営に必要な使用料水準へ

の改定を行い、持続的な事業運営を図ります。また、水道事業の広域化についても、引き続き検討

していきます。 

 

主な取組              担当：都市施設整備課、上下水道課、関係課 

・道路・橋りょうの維持管理及び老朽化対策 

・バリアフリー化の推進 

・水道の整備 

・下水道の維持管理 

 

＜関連する計画＞ 

・社会資本総合整備計画 

・杉戸町橋りょう長寿命化修繕計画 

 

住民生活を支える計画的なインフラの維持・管理 施策 29 

１.災害に強い都市基盤・インフラの整備 

関連する
SDGｓ 

2.安定した水道水の供給・下水道の整備 
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●町内移動の利便性の向上のため、町内巡回バスの運行を行うとともに、利用状況や利用者ニーズを

踏まえた見直しを図ります。また、自動運転をはじめとした技術の進歩など、社会動向を踏まえな

がら様々な形態の交通手段を研究•検討し、地域の特性に合った公共交通網の確立を図ります。 

●町民の日常生活に不可欠な交通手段として、鉄道及びバス路線の維持・確保を図るとともに、鉄道、

バス事業者に対し、利便性の向上や輸送力の増強などについて、働きかけを行っていきます。 

 

主な取組                担当：住民協働課、総合政策課、関係課 

・公共交通網の充実 

・町内巡回バスの運行 

・公共交通に関する要望活動 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町都市計画マスタープラン 

・杉戸町立地適正化計画 

 

地域の実情に即した公共交通網の確立 施策 30 

１.持続可能な公共交通の確保・整備 

関連する
SDGｓ 
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●環境センターは、「長寿命化総合計画」に基づく大規模改修工事の実施並びに施設保全を推進し、環

境センターの性能水準の維持と延命化を図り、安定した収集・処理体制を継続します。また、将来

的には広域化等の検討を進めます。 

●公共用水域の保全と生活環境の向上のため、合併処理浄化槽への普及促進を図るとともに、下水道

事業の進捗に伴うし尿処理の減少と合併処理浄化槽の普及による浄化槽汚泥の増加を踏まえなが

ら、広域的連携の下、し尿及び浄化槽汚泥の収集・運搬・処理を継続します。 

●ごみを出さない生活様式への転換を図り、環境負荷を低減していくため、分別収集の徹底や ３R 運

動（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再利用）の普及啓発、家庭用生ゴミ

処理機購入への助成などによるごみの減量化やリサイクルの推進を図ります。 

 

主な取組                            担当：環境課 

・長寿命化総合計画に基づく環境センターの運営 

・リサイクルの推進 

・合併処理浄化槽の普及促進 

 

＜関連する計画＞ 

・第２次杉戸町環境基本計画 

・杉戸町一般廃棄物処理基本計画 

・杉戸町環境センター長寿命化総合計画 

 

 

安定したごみ処理の実施 施策 31 

１.ごみや汚水の適正処理の継続 

関連する
SDGｓ 
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●町に残る豊かな自然の保持・継承のため、環境学習や環境に関する情報提供を充実し、町民の環境

保全意識の高揚を図るとともに、地域や関係団体と連携しながら、ごみ拾いなどの環境美化活動を

通じて、地域と一体となった環境保全活動の充実を図ります。 

●町に残る豊かな自然に興味を持ち、その自然を守っていく気運を高めるため、みどりの学校ファー

ムでの自然体験や杉戸アースデーなど、自然や環境に親しむ機会の充実を図るほか、大落古利根川

の護岸や南側水路の維持など、町の水辺空間の活用を図り、町の自然を継承していく気運の醸成や

地域・人材の育成を図ります。 

 

 

●開発時の緑地の確保や屋上・壁面緑化など、身近な場所での緑化の推進を図ります。 

 

 

主な取組                担当：環境課、都市施設整備課、関係課 

・環境学習の実施 

・地域の環境美化活動の推進 

・南側水路の保全 

 

＜関連する計画＞ 

・第２次杉戸町環境基本計画 

・第４次杉戸町環境保全率先実行計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

豊かな自然の保持と継承 施策 32 

１.自然環境に対する意識の向上 

関連する
SDGｓ 

2.緑化保全の推進 
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●地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量削減を目指し、省エネルギー、再生可能エネルギーの

導入、ライフスタイルの変革など、多岐にわたる取組を推進します。 

●誰もが身近な温暖化対策に取り組むことができるよう、地球温暖化対策に関する教育や啓発活動の

充実を図り、家庭や企業における積極的な取組を推進します。 

 

 

●住宅用太陽光発電設備や蓄電池設置など、地域における温室効果ガスの排出量削減に貢献する取組

に対する助成制度の周知・活用を引き続き図ります。 

●公共施設の新規整備や大規模改修時に太陽光発電を含む再生可能エネルギーの導入を推進します。 

 

 

主な取組                            担当：環境課 

・地球温暖化防止の啓発 

・再生可能エネルギー設備の普及促進 

・二酸化炭素排出量の抑制 

 

＜関連する計画＞ 

・第２次杉戸町環境基本計画 

・第４次杉戸町環境保全率先実行計画 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地球温暖化対策の推進 施策３３ 

関連する
SDGｓ 

2.ゼロカーボンシティの推進 

1.地球温暖化対策の推進 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 清掃活動や景観の維持など、身の回りの生活環境の保全に努め、快適な住環境の維持に協力しま

す。 

■ インフラ整備や公共空間の活用など、まちづくりに関する様々な事業に協力します。 

■ 住居の建築や地域の開発の際には町の開発指導要綱による指導への協力に努めます。 

■ 鉄道やバスの安全な運行及び利便性の向上に努めます。 

■ ごみの減量・分別や再生可能エネルギーの活用など、環境問題に関心を持ち、ボランティア活動を

積極的に行うなど、身近でできる取組に協力します。
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未来像８ 持続可能な町政運営を推進するまち ＜行財政運営＞ 

本計画の「行財政運営」は、これまでの「第７次杉戸町行政改革大綱」のうち、今後も継続していく

取組を加え、「杉戸町行政改革大綱」を包含するものとします。 

施策の方針（目指す姿） 

 

 

 

 

 

■ 指標 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現状と課題 ■ 

 

 

 

 

 

 

町民が町政に関心を持ち、参画できている 

多様な主体が協力・連携し、地域課題の解決に取り組めている 

持続的な町政運営が効果的・効率的に行われている 

・人口減少や少子高齢化の進展、さらには多発する大規模自然災害、デジタル社会への転換、日

本経済の低迷などにより、まちを取り巻く社会経済環境は大きく変化しております。 

・生産年齢人口の減少に伴う税収の減少や高齢化による社会保障関係費の増大などが予測されて

おり、限られた財源の中で持続可能な行財政運営が求められています。 

・信頼される行政運営を行うためには、多様化する住民ニーズや時代の変化に迅速に対応できる

行政職員の人材育成と担い手確保が求められています。 

・より質の高い行政運営を実現していくためには、町民や企業、地域などと協力しながら、まち

づくりに取り組んでいくことが必要です。 

成果指標 現状値（R６） 目標値（R１１） 

行財政運営に満足している割合 ％ ％ 

経常収支比率 ％ ％ 

実質公債費比率 ％ ％ 

将来負担比率 ％ ％ 

まちづくり支援制度新規支援件数（累積値） 件 件 

未利用公有地面積 ㎡ ㎡ 

電子申請可能な申請数 件 件 

附属機関委員の公募割合 ％ ％ 

 



 

109 

 

 

 

 

 
 

 

 

●自治基本条例に基づいて、計画や条例などの策定過程における町民参加や会議の公開、各種委員の

公募、すぎトークの開催などにより、町政運営における町民の参加を促進します。 

 

 

●町民、ボランティア団体、行政の連携強化に努め、よりきめ細かく地域課題への対応を進めるとと

もに、地域で活動する団体等の活動を支援し、将来のまちづくりを担う地域の人材や団体の育成・

支援を図ります。 

 

主な取組                      担当：住民協働課、関係課 

・参加と協働のまちづくりの推進 

・パブリックコメントの活用 

・みんなでつくるまちづくり支援制度の運用 

 

 

町民参加のまちづくりの推進と地域の人材・組織の支援 施策 3４ 

１．参画機会の充実 

関連する
SDGｓ 

２．協働人材の育成 
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●公正かつ適正な賦課徴収による税収の確保やふるさと応援寄附金、受益者負担の適正化など、自主

財源の確保・増収に努めるとともに、事業の必要性や効果などを踏まえた行政資源の投入により、

計画的な財政運営を図ります。また、町の施策の実施状況や財政状況などを分かりやすく公表し、

町政の透明性の向上を図ります。 

●施策実施の優先順位付けや行政評価制度の活用などによる計画的な行財政運営を推進するととも

に、効果的な行政運営を実現するため、様々な行財政改革の取組を推進します。 

 

 

●人口減少や少子高齢化が進展していくことを踏まえ、施設の役割や利用状況を考慮しつつ、公共施

設等総合管理計画に基づき、老朽化した施設の長寿命化や更新、統廃合を進め、今後の行政需要へ

の対応を図ります。また、町有地については様々な分野での活用を検討するほか、活用が見込めな

いものについては売却等を進めます。 

●多くの町民が利用し様々な行政サービスの提供や災害時の対応などを担う役場庁舎について、老朽

化対策や災害対策本部機能の強化、ユニバーサルデザインへの対応など様々な課題を解決するため、

計画的に整備を推進します。 

●施設の維持管理や更新、統廃合に当たっては、民間の知見や資金を活用するなど、多様な形態での

施設運用を検討します。 

 

主な取組                      担当：総合政策課、関係課 

・事務事業の見直し等による支出の削減 

・自主財源の確保 

・財務の透明性の確保 

・アセットマネジメントの推進 

・行政評価の実施 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町公共施設等総合管理計画（改訂版） 

・杉戸町個別施設計画 

 

健全な財政基盤の確立 施策 3５ 

１．長期的な視点に立った効率的な財政運営 

関連する
SDGｓ 

２．アセットマネジメントの推進 
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●自治体業務に対する需要の増加や日々変化していく行政課題に対応していくため、より効果的な職

員研修を通じながら、職員一人ひとりが行政の担い手であることに誇りを持ち、事務事業に取り組

むための意識改革や能力を最大限に引き出すための人材育成を行うとともに、組織や個人の持つ知

識の共有化と明確化を図り、新たな施策の立案や事務の効率化を促進します。 

●様々な行政需要に的確に対応できる組織の構築に努めるとともに、適正な定員管理と職員配置に努

めます。 

 

 

●自治体業務の効率化や行政サービスの向上を図るため、デジタル技術の活用推進と職員の活用能力

の向上に努めます。 

●町が保有する情報を様々な脅威から守っていくため、各行政情報システムの安定稼働や機器の情報

セキュリティの強化を図るとともに、職員の情報セキュリティ意識・知識・行動レベルの一層の向

上を図ります。 

 

主な取組                        担当：総務課、関係課 

・行政需要に対応する職員配置と組織の構築 

・人事評価制度による人材育成 

・職員研修の実施 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町特定事業主行動計画 

・杉戸町における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画 

・杉戸町人材育成基本方針 

・杉戸町ＤＸ推進計画 

職員の資質向上・効果的な組織の実現 施策 3６ 

１．職員が能力を発揮できる環境づくりと育成 

関連する
SDGｓ 

２．情報化社会に適した人材育成と情報セキュリティ対策 
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●事務事業の手順や効果等を成果指標等でわかりやすく一元管理していくことで、各事業の成果や効

果の検証を行い、効率的な行政運営を目指すとともに、行政が果たすべき役割を改めて見直し、よ

り効果的な行財政運営に向けて、連携や委託も視野に入れた手法の検討を行います。 

 

 

●一部事務組合や事務の相互委託など、周辺の自治体と連携した効率的な事業運営を図るとともに、

民間活力の活用が行政サービスの維持や向上につながる効果的・効率的である分野は、指定管理者

制度やＰＰＰ／ＰＦＩなどの導入を推進します。 

 

 

●行政手続きのオンライン化や窓口のデジタル化などにより、町民の事務手続きの軽減や利便性の向

上を図ります。 

●ＤＸの推進を通じて業務の効率化を図るとともに、捻出された人的資源を人でしか行えない業務に

充てることにより、行政サービスのさらなる向上を図ります。 

 

 

●証明書等のコンビニ交付をはじめとしたサービスの利用推進を図り、窓口の待ち時間を短縮するな

ど、利便性等、サービスの向上を図ります。 

●住民サービスコーナーの運営や休日の窓口開設、利用者目線での窓口の配置など、誰もが分かりや

すく、使いやすい窓口になるよう改善に努めます。 

 

主な取組              担当：総合政策課、デジタル推進室、関係課 

・指標の一元管理等による効率的なシステムの確立 

・民間活力の導入によるサービスの向上 

・学校等との連携事業の推進 

・広域連携の推進 

・ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 

・窓口サービスの向上 

 

＜関連する計画＞ 

・杉戸町ＤＸ推進計画 

 

効果的・効率的な行財政運営 施策 3７ 

３．DX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 

関連する
SDGｓ 

１．指標の一元管理 

２．広域連携及び官民連携の推進 

４．窓口サービスの利便性向上 
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■ 町民・地域・団体・事業者のアクション（行動） ■ 

■ 自助・互助・共助の考え方を持ち、誰もが、できることを見つけながらまちづくりに協力します。 

■ 事業者・民間団体・教育機関等の多様な主体が、それぞれの強みを発揮しながら、町の事業や取

組に主体的に関わるほか、協働・連携を図ります。 
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（中表紙） 

第 ３ 部 

杉戸町デジタル田園都市国家構想の 

実現に向けた 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

 

第３部 杉戸町デジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創

生総合戦略 
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第４章 まち・ひと・しごと創生総合戦略について  

 

１．策定の目的・趣旨 

 

我が国では、人口減少時代の到来に当たり、国では第１期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を平成

26（2014）年 12 月に閣議決定し、平成 27（2015）年度から取組を進めてきました。 

本町においても、人口減少に歯止めをかけるため、平成 27（2015）年度から令和２（2020）年度ま

での６年間を計画期間とした「杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、杉戸屏風深輪産業団

地の整備や保育園の建設・誘致、町の魅力発信による交流人口の拡大など、様々な取組を行ってきまし

た。 

その後、国が第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「国の戦略」という。）を令和元（2019）

年 12 月に策定し、継続的な取組を推進していくこととしたことに伴い、本町においても、人口減少と地域

経済縮小の克服、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立を目指した取組を継続的に推進していくため、

国の戦略及び県の状況を勘案した上で、まち・ひと・しごと創生法第 10 条に基づき、「第２期杉戸町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

さらに、国は令和４（2022）年 12 月、デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化させ、全国ど

こでも誰もが便利で快適に暮らせる社会の実現に向けて、まち・ひと・しごと創生法第８条第６項に基づき

「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を「デジタル田園都市国家構想総合戦略」に変更し、令和５

（2023）年度にスタートさせました。 

第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間満了に伴い策定する「杉戸町デジタル田園

都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）」は、計画の

趣旨である少子高齢化や人口減少問題の克服、デジタルの力を活用した社会課題解決・魅力向上によ

る地方創生の加速化・深化を図るなどは、総合振興計画と目的が共通であることから、第６次杉戸町総

合振興計画後期基本計画と一体的に策定することとします。 

また、計画期間については後期基本計画と合わせ、目標年次を令和 12（2030）年度とし、取組の検

証を総合振興計画の進捗管理としてのＰＤＣＡサイクルに取り込みます。 

  



 

117 

 

２．目指すべき展望 

 

国のデジタル田園都市国家構想総合戦略において、これまでの地方創生の取組のほかに、「全国どこ

でも誰もが便利で快適に暮らせる社会」「デジタルの力の活用による地方創生を加速化・深化」の２つ

の視点が追加されています。 

これらの住みたい、住み続けたいと感じることができるまちづくりは、基本計画におけるすべての基本目

標に共通する「横断的な目標」という形で追加されており、基本目標の実現のため、様々な人や技術を活

用していくことを目指していることから、本戦略においても、横断的な目標として同様の目標を設定してい

ます。 

本町の人口減少対策は、転入数を増やすことや転出数を抑える、あるいは出生率向上などの“量”に関

する取組だけではなく、一人ひとりが心豊かに暮らすことができ、暮らし続けることができる“質”にも重点

を置くこととします。 

また、一度町外へ転出した人が杉戸町に戻ったり、本町に新たに住んでみたいと思う方の定住も応援

し、まちの賑わいづくりや、一人ひとりの豊かさの実現を目指します。 

 

３．基本目標 

 

わが国では、人口減少・少子高齢化をはじめ、新たな感染症や災害の激甚化などの予期せぬ事態に

加え、ニーズや価値観の多様化等、社会情勢がこれまでとは大きく変化しています。こうした中で、自然豊

かな地域でありながら、東武スカイツリーライン、東武伊勢崎線、東武日光線の分岐点であることや首都

圏中央連絡自動車道が隣接するなどの交通の便における本町の優位性やその他追い風となる環境を

活かし、魅力を育みながら、賑わいがあり、住んでいるだけで心豊かになれる地域の構築に向けて、以下

のとおり基本目標を設定します。 

 

基本目標１  多様な働き方の応援と産業の振興による活力向上 

基本目標２  「住みたい」をかなえる環境整備とシティプロモーションの 

推進 

基本目標３  地域の魅力の共有とウェルビーイングの向上 

基本目標４  生涯続く「学び」や「探求」を通じた地域プライドの向上 
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４．後期基本計画との関連 

 

目指すべき展望、基本目標の具体的な展開として、国の総合戦略を勘案し、取組内容を次のとおり設定

します。なお、各取組内容と後期基本計画との関連について併記しています。 

 

取組内容 
対応する 

基本計画の施策 

基本目標１ 多様な働き方の応援と産業の振興による活力向上 

・近代的・魅力的な企業活動の促進と新たな創業・就業支援 施策 22、24 

・魅力ある農業の振興 施策 23 

・地域特産物や地域ブランドの開発 施策 23 

・自分らしい働き方の実現 施策 25 

基本目標２ 「住みたい」をかなえる環境整備とシティプロモーションの推進 

・結婚・妊娠・出産・子育てへの包括的支援 施策１ 

・多様な保育サービスの実施 施策１ 

・中心市街地の活性化 施策 28 

・シティプロモーションの推進 施策 27 

・移住・定住の促進 施策 22、27、28 

基本目標３ 地域の魅力の共有とウェルビーイングの向上 

・観光・交流資源の充実・活用 施策 26 

・杉戸宿を活用した賑わいづくりの推進 施策 26 

・安心・安全な暮らしを守る 施策 21 

・地域医療体制・救急医療の充実 施策 15 

・公共交通機関の充実 施策 30 

・自主的な健康づくりの推進 施策 14 

・電子自治体の構築 施策 36 

・地球温暖化対策の推進 施策 32 

基本目標４ 生涯続く「学び」や「探求」を通じた地域プライドの向上 

・学校教育の充実 施策６ 

・地域活動の充実 施策 16 

・生涯学習事業の推進 施策８、９、10 
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５．目標指標について 

 

総合戦略の推進においては、次のとおり目標を定め、総合的な視点で町民の暮らしやすさ、豊かさの

実現を目指します。 

 

項目 実績値 目標値 

基本目標１ 多様な働き方の応援と産業の振興による活力向上 

町内就業者数   

新規創業件数（累積値）   

女性の起業（創業）者数（累積値）   

新規就農者数（累積値）   

町内農産物活用数   

農地集積率   

地域資源数（推奨土産品、グルメなど）   

基本目標２ 「住みたい」をかなえる環境整備とシティプロモーションの推進 

人口の社会増減   

東武動物公園駅東口通り線整備延長   

町ホームページ閲覧数   

SNS フォロワー数   

年少人口の転入超過数   

町内空き家解消件数（累積値）   

こども家庭センター利用者数   

子育て支援センター利用者満足度   

ファミリー・サポート・センター利用件数   

子育て応援アプリ利用者数   

保育所（園）待機児童数   

放課後児童クラブ待機児童数   

基本目標３ 地域の魅力の共有とウェルビーイングの向上 

町民アンケート調査「町の住みごこち」住みごこちはよい、どち

らかというと住みごこちはよいの計 

  

アグリパークゆめすぎと農業体験者数   

地域資源数（推奨土産品、グルメなど）（再掲）   

歴史・文化財の活用数   

自主防災組織の防災士所属率   

地区防災計画策定率   

町内巡回バス利用者数   
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日常的に健康増進の取組を行っている人の割合   

げんき SUGI 体操実施団体数   

電子申請可能な申請数   

住民一人当たりのごみ排出量   

杉戸町役場の CO２ 排出量   

基本目標４ 生涯続く「学び」や「探求」を通じた地域プライドの向上 

大学等連携事業数   

生涯学習講座・教室等受講者数   

スポーツ教室等参加者数   

主体的に学習に取り組む児童の割合（小学校）   

主体的に学習に取り組む生徒の割合（中学校）   

授業の内容を理解している児童の割合（小学校）   

授業の内容を理解している生徒の割合（中学校）   

 



総合振興審議会　意見照会一覧

テーマ①　「優先的かつ重点的」に取組むべき課題や取組み（施策）

委員名 意見
「優先的かつ重点的」に

取り組む分野

1 新井委員

４　デジタル技術への対応による効率的かつ持続的な行財政運営
　　町民・外国人などに対するDXサービスと同時に町職員の勤務環境整備（魅力化施策）も同時に整備。

DX推進のためには新庁舎への反映が重要。
特に後期基本計画（R８～R１２）中に新庁舎着工が含まれており、サービスを提供する側と受ける側の両者に利便性が良い施設とす
る必要がある。

デジタル（行財政運営）

2 水野委員

「子育て支援」の強化
少子化の進む状況下で、杉戸町だけではなくどこの市町村も子育て支援に力を入れています。
ご承知の通り近郊では「母になるなら、流山市」、「子どもの学びが育つ街つくば市」、「子育ていいとこ境町」等々、独自の他ではやっ
ていない施策を考え上手に発信していくことで成功しているようです。
　今回の施策を拝見すると、町独自の目玉のようなものが無いように思います。
少し大きな構想ですが、杉戸町の小中学校を少し遠くても広い場所に、全て一つに統合して小中一貫校を新設しスクールバスでの
通学。英語教育は勿論プログラミング等、私立が打ち出している魅力ある教育を参考に導入し、私立にも負けない設備と教育を提供
し魅力ある公立一貫校を目指す。又、放課後は部活、希望者は学校内で習い事や塾などが利用できるように、ピアノやスポーツ、学
習塾等、民間に教室を貸し出し全て学校内で出来るようにする。塾などで夜遅くなる場合は希望者には近郊の食堂にお弁当を頼む
こともできる等、仕事を持つ親にも安心できる子育て支援となり、杉戸町子育て支援の大きな目玉施策になると思います。
しかし、土地や建設など大きな問題があり、後期計画に入れるのは無理だと思いますが、少子化の中で杉戸町が生き残っていくため
にはこの程度の施策は必要だと考えます。これからの子育て支援の一案として提出させていただきました。

子育て支援

（なお、事務事業の御提案に
ついては、担当課に情報共有
させていただきます。）

3 水野委員

後期に考えていただきたいことは、やはり子育て支援です。
①	例えば「英語で話そう杉戸町」「水曜日の学校はバッセルトン」等と称し、姉妹都市のバッセルトンから英語の先生を毎年何名か派
遣していただき、各小中学校すべてに常勤し、英語指導の時間は勿論ですが、水曜日は朝から帰りまで英語以外の授業のほかは、朝
の門でのあいさつから食事、休み時間、帰りの見送りまで子ども達も先生も英語だけで話しをする日とする等、低学年では単語を並
べただけの出川英語のようにゲーム感覚で英語を身近なものにし、徐々に本格的な英語教育に繋げる。
②	杉戸町の公立幼稚園の在園児数が減っているので、公立幼稚園を全て国の推進している「新制度」へ移行し０歳児からの受け入れ
を可能にすることで、保育利用定員の拡大につながり新たに保育園の拡大は必要なくなるのではと考えます。
又、資料１の５９ページの中間２の中にある「町立幼稚園での預かり保育や満３歳児保育」は私学では１０年以上前からすでに当たり
前のことであり今更ニーズに即した保育サービスの充実とは言い難いと思います。もっと先を見据えた斬新な計画が必要だと考え
ます。

子育て支援

（なお、事務事業の御提案に
ついては、担当課に情報共有
させていただきます。）

資料７
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テーマ①　「優先的かつ重点的」に取組むべき課題や取組み（施策）

委員名 意見
「優先的かつ重点的」に

取り組む分野

資料７

4 茂利委員

●未来像１～８の各説明分から見えるキーワードは「人のつながり」と思います。
各未来像「特有の取り組み」と他の未来像と「密接にかかわる取り組み」があると思いますので、各担当課をまたがり横断的に進捗や
課題を確認し効果的な取り組み推進の為の担当が必要ではないでしょうか。
＜未来像１＞「まちぐるみで子育てに関わり応援できるまち」、＜未来像２＞「（施策５）ボランティア活動などの体験活動」、＜未来像
３＞「生涯を通して学び、郷土とひとに愛着を持てるまち」、＜未来像４＞「（施策の方針）地域のつながり・支え合いによって、不安や
困りごとが解決できる」、＜未来像５＞「地域がつながり、安全で災害に強いまち」、＜未来像６＞「（施策の方針）事業者同士のネット
ワークを強化し・・・」、＜未来像７＞「（施策３０）地域の実情に即した公共交通網の確率」、＜未来像８＞「（施策３３）町民、ボランティ
ア団体、行政の連携強化に努め・・・」
★自然環境や商店・企業・行政区・自治会・スポーツ少年団など、その地域の事をわかっている住民が活動の中心になる事が重要。
その上で、他の地域の方々との連携も大切
★日頃から行政区や自治会など住民の交流・自主防災の啓蒙が大切で、その意味で地域の各団体・個人を臨機応変につなげる、行
政のコーディネーター役割りが重要！
　・住民：実行主体
　・行政：コーディネイト＆社会インフラ
　　　　※各部署連携＆災害対策：橋、道路、河川など防災を踏まえたインフラ整備
＊住民数と行政組織の職員数を考えた場合、住民へのきめ細かな対応は難しく、特に災害時は先ず職員
自身を、次に家族の身を守ることが優先
★災害時の自助・公助も大切ですが、一人暮らし世帯の増加もあり”共助”・”互助”が益々重要
★子育て支援、女性創業支援、障害者支援など様々な組織・団体が活動していますが、一般住民に広く認知されているとは言い難い
現状を踏まえ、行政を含めた地域包括支援・住民連携の充実が必要

人のつながり（協働）

（なお、事務事業の御提案に
ついては、担当課に情報共有
させていただきます。）

5 菊地委員

未来像１　まちぐるみで、子育てに関わり応援できるまち＜子育て＞　施策１
人口減少が当然となっている昨今において、まちのオリジナリティあふれる政策を展開することによって、問題解決に向けた取り組
みを充実していく。

未来像２　子どもたちに未来を拓く力を育むまち＜学校教育＞　施策１、２２、２７、２８
未来像１と２は連綿としてつながることだと考える。そのため、子育てと学校教育をより充実させることが必要となってくる。

子育て支援（教育）

6 宮野尾委員
子どもの成長を支えるとともに、子育て世帯のすみやすいまちづくり
実際の子どもの人数より少ないのは、仕事と子育ての両立が難しいと経済的支援が少ないからとあるので、金銭的に少しでも補助
があり、保育施設も充実できていれば、少子化も少しは改善できるのではないか。

子育て支援

7 宮野尾委員
魅力的で緑豊かなまちづくり推進
杉戸町の主産業が農業ということもあり、水田の持つ美しさ、災害時の役割、後継者不足、現在の米不足等も一緒に考えていかなけ
ればならない問題である。

農業振興

－２－



総合振興審議会　意見照会一覧

テーマ②　『第６次杉戸町総合振興計画後期基本計画（素案）』５８頁以降に記載されている各未来像の施策に対する御意見

No. 委員名 意見 町の考え方

1 佐々木委員

■①策定方針・体制・経過
◯策定の視点③「新しい杉戸へつながる計画づくり」
新しさにつなげるには、気持ちだけでなく、具体的に新しさを明確にしないと意味がない。素案にはそれが感じられない
◯策定の視点④「実効性のある計画づくり」
事業名と所管課をできる限り明記し、具体性を持たせることが重要
優先順位をつけ、それを明確にすることが重要
◯総花的であり重点が見えづらい
１章の最後にでも、後期計画において優先度が高いテーマについて明示してはどうか

リーディングプロジェクトを設定して、後期基本計画で優先的に取り組
む方向性を示します。

2 佐々木委員

■②町民意識調査
◯アンケートにおける町の住み心地／定住意向：悪化
要因の分析が不十分　⇒ 後期計画に反映

町の課題に明記することにより、後期基本計画に反映させてまいりま
す。

3 佐々木委員
■③前期成果分析
評価Ｃ・D（低い項目）について、要因の分析が不十分　⇒ 後期計画に反映

リーディングプロジェクトを設定する際に、評価の低い項目も参考にし
ます。

4 佐々木委員

■④政策体系の見直し
◯前期施策４「情報発信」／前期施策40「新たな感染症、、、」／DX
「計画策定にあたって大切にしたこと」に記載し、削除するとのこと。
施策から外すと言葉だけであり具体的な事業につながりづらく、後退しかねない、残すべきである。複数の未来像にも施策や事業とし
て具体的に明記・追加すべきである。

情報発信については、子育て支援の情報発信だけでなく、すべての情
報を町内外に発信に取組む内容になるよう、施策２７シティプロモー
ション（資料６の9８頁）へ明記して、情報発信の充実を図るように修正
する。

5 佐々木委員
◯前期施策31「豊かな自然の保持と継承」と前期施策32「地球温暖化対策の推進」の統合
両者を統合して幅広い「環境」という表現にすると、中身があいまいになり、後退となりかねない。統合は後ろ向きである

御意見のとおり、施策を元に戻して掲載します。

6 佐々木委員
◯前期施策37「と地域の人材・組織の支援」削除
ここは重要な部分である。削除すべきではない。あるいは、事業レベルに明記すべきである

御意見のとおり修正します。

7 佐々木委員

■素案
◯素案への意見
100ページ以上にわたる素案について、説明せず資料を渡すのみで意見を求めるのは、乱暴なやり方ではないか

◯14頁「2. 時代の潮流」
　この見出しだけを見ると全国レベルの話題に見える。杉戸町レベルの話題であれば、前期計画のように「杉戸町の」をつけるべきであ
る
　また、５年経過した後期計画として「時代の潮流」は大きすぎる。前期の「社会動向」くらいの方がいいのでは
　ここに記載すべき項目として抜けているここ５年の話題がいくつか挙げられる。１）スマホの普及：DXの原動力だが、前期計画でも触
れていない／２）コロナを経た今日について（前期計画の「(10)新たな感染症と新しい生活生活様式 」とフェーズが異なる）／３）生成
AIの普及／４）GX／５）
インバウンド（多文化共生とは異なる）／６）都市（インフラ）の高齢化（八潮の道路崩落事故）

説明につきましては大変申し訳ございません。丁寧な説明や分かりや
すい資料作成に努めます。

「時代の潮流」を「社会動向」とします。話題につきましては、社会動向
も踏まえて、「取組むべき課題」として記載します。

8 佐々木委員

◯資料の文字の色
カラーにすること自体はメリットもあるが、色が薄いとみづらい人もいる
カラーにしても濃いめにするなど、配慮するべき
◯9頁「３．個別・関連計画との関連性」
国や県の上位計画や、町の各下位の計画との関係を図示すべきである
◯主要施策ページ
各施策のナンバリングの下位の箇条書きそれぞれに、見出しをつけるとよい

各計画の関係図については、挿入する方向で検討します。
その他は策定の参考とさせていただきます。

9 佐々木委員
◯各事業
「事業」が「取組」に変更されているなぜか。ぼやけるデメリットがある。「事業」のままの方がいい　各事業の所管課が不明。前期も記載
なしだが、記載すべき

御意見のとおり記載します。

資料７
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No. 委員名 意見 町の考え方

資料７

10 佐々木委員
◯成果指標
数値化だけでなく、質的な評価が必要である
これは内部（当事者）の評価に加え、客観的な第三者の評価が欠かせない

御意見のとおり質的な指標（アウトカム）について追加を検討します。

11 新井委員
７７頁（資料６：７９頁）　町民・地域・団体・事業者のアクション（行動）に「法令・条例などを守り、町内外の多くの人々が共に暮らせる協働
の推進に努めます。」といった趣旨のアクションが必要だと考える。

御意見を踏まえて、「町民・地域・団体・事業者のアクション（行動）」に追
記します。

12 茂利委員

①各「未来像」の指標は、政策と施策に分けず「目指す姿」となる為の指標項目を設定することで、結果検証時にわかりやすくなるのでは
ないでしょうか。
この指標項目は、それぞれの未来像に合わせた第三者目線とともに、それぞれの事業に携わっている当事者目線の項目を交えること
が、より効果的な事業運営のための改善につながると考えます。

指標につきましては、未来像の達成を測定できるように指標を追加
し、当初「政策指標」及び「施策指標」に分けましたが、1本化することと
します。

13 茂利委員

②未来像４）「自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち＜健康・福祉＞」
〇現状と課題に「障がい者や高齢者が住み慣れた地域でいつまでも過ごすことができるよう、福祉サービスの充実が求められている」
と記載されていますが、まさにそのために必要な項目を整理し優先順位をつけて実行してゆくことが大切だと思います。
〇若者・子育て世代にとって、将来、高齢になった自分が生きがいを持って過ごす事が想像できる街づくり
・・・年齢と共に心身の衰えや障害が発症した場合でも、楽しく笑顔で暮らせる事が、今の高齢者・障害者を見て想像出来るような地域社
会づくりが必要と考えます。
〇人それぞれ様々な要因や程度が異なる障害のある人々と日常を共にすることは、特別な事ではなく普通の地域社会生活と考えます。

優先順位につきましては、リーディングプロジェクトを設定します。
策定の参考とさせていただきます。

14 菊地委員
未来像１の実現には、「子育てしやすいまち」と感じてもらう施策が必要だと考える。※子育てしやすいまちとは、子どもを産み育てる環
境づくりが充実していることを指す。

リーディングプロジェクトを設定する際の参考とさせていただきます。

15 菊地委員
未来像２の実現には、「小、中の学校教育の充実」に加えて、大学（短大）卒業後にも、杉戸町に住み続けられるような施策が必要だと考
える。とりわけ、杉戸町内に住み続けられるようなスケールメリットがポイントだと思う。
※2世帯住宅への補助等々で定住化政策の実施。

リーディングプロジェクトを設定する際の参考とさせていただきます。

16 宮野尾委員

59頁（資料６：６１頁）　子どもを産み育てやすい環境づくり
アンケートの中で育児と仕事の両立が難しいので、理想の子どもの数より現実数が少ないとあったので、保育問題や金銭的補助があれ
ば、少子化が少しは改善されるかと。この問題は、子育てだけでなく、杉戸町の将来的な人口増加につながると思われるので、この施策
の取組は重要である。

リーディングプロジェクトを設定する際の参考とさせていただきます。

17 木村委員

97頁（資料６：98頁）
施策２７　人を惹きつける魅力的なシティプロモーションの推進
※　魅力的なシティプロモーションの推進について
魅力と共にこの町が抱える課題や問題点も、積極的に発信する必要があると思います。したがって、こういう人材が町には必要だと強
くＰＲするべきだと想います。

※　関係人口の創出・拡大及び定住人口の増加を目指す
関係人口をきちんと制度化する方向で考えるべきだと思います。
人口が減少していく中で、関係人口を増やすことは、自治体でなければできない役割だと思います。
この町に様々な関わりかたをする人達を、関係人口として可視化すべきで、人材情報を蓄積する必要があると思います。
外部の人材をいかに取り込んでいくかが非常に重要だと思います。
その上で、二地域居住として、居住地以外の自治体に、第2住民としての「住民登録制度」を考えてよいのではないでしょうか。
二つの住民票、分割納税、投票権など様々な問題もあり、壁は高いですが、しっかりとした制度化を考え、受け入れ体制の準備を急ぐべ
きと思います。

リーディングプロジェクトを設定する際の参考とさせていただきます。

－４－
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４ リーディングプロジェクト（案） 

 

（a） 人口減少対策プロジェクト （「人」が輝く、持続可能なまち） 

人口減少は、町にとって最も大きな課題です。 

新しい人づくりや地域の活気を取り戻す「にぎわいづくり」を進めます。 

子どもから若者までが夢を描ける環境を整え、多様な「しごと」を生み出すことで、誰もが「笑顔あふ

れる」町を目指します。 

町民と「協働」し、互いに「支え合い」ながら、未来へとつながる持続可能な町を創っていきます。 

シティプロモーションを強化し、町の魅力を町内外に積極的に発信します。 

主な取組 

・こども、若者、子育て世帯の支援の充実 

・雇用（しごと）の創出 

・魅力的なシティプロモーションの推進 

・協働によるまちづくりの推進 

・にぎわいづくりの推進 

 

 

（b） 安全安心プロジェクト （未来へつなぐ、安全と安心のまち） 

町民が毎日を安心して安全に暮らせる町をつくることが最も重要な町の責務になります。 

老朽化する公共インフラをいつでも安心して利用できるよう維持管理を行っていきます。 

大規模な災害への対策を普段から行い、いざという時も、町民と協力し合いながら、大切な暮らしを

守れる町となるよう取り組んでいきます。 

主な取組 

・アセットマネジメントの推進 

・激甚化する災害への対策の推進 

・老朽化するインフラの維持・管理 

・空き家対策の推進 

・地域の特性に合った公共交通網の確立 

 

 

（c） デジタルタウンプロジェクト （デジタルで、もっと身近なまち） 

行政手続きがスムーズになったり、自宅にいながら必要な情報が見つかったりなど、町民等が便利で

より快適な生活を送ることができるよう、デジタルの力を積極的に活用します。 

主な取組 

・利用しやすい町民サービスの構築 

・効果的で効率的な行財政運営の推進 

・さまざまな媒体を活用した積極的な情報発信 

 

 

 

 

 

（d） いきいき健康プロジェクト （笑顔と活気が満ちる、ずっと元気なまち） 

こどもから高齢者まで、すべての町民が毎日を「笑顔」で「ずっと元気」に過ごせる町を目指します。 

年齢や体力に関わらず、誰もが体を動かす楽しさを見つけられるよう、スポーツイベントや気軽に参加

できる健康づくり活動を実施していきます。 

病気を防ぐ、または早期に発見するため、町民の健康管理を促進します。 

主な取組 

・スポーツ活動の促進 

・フレイル予防、介護予防の取組の促進 

・自主的な健康管理の推進 

・がん検診や予防接種の推進 

 

 

 

 

 

（e） 農業振興プロジェクト （地域の農を継承し、未来へつなぐまち） 

私たちの暮らしを支える大切な存在である農業を継続するため、計画的な支援に取り組んでいきま

す。 

新しく農業を始めたい方をしっかりと支援し、次の世代へと大切な農業のバトンをつないでいきます。

町全体で農業を支える取り組みを進めながら、子どもたちが「食べ物の大切さ」を学ぶ機会も作ってい

きます。こうして、農業が未来へとつながり、地域がこれからも元気でいられる、そんな町をみんなで育て

ていきましょう。 

主な取組 

・アグリパークゆめすぎとの観光・交流機能の強化 

・農地の集積・集約化の推進 

・新規就農者の確保・育成 
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リーディングプロジェクトの検討 

１ 目的 

今後見込まれる人口減少や少子高齢化の進行、生活様式や社会の価値観の変化がある中で、将来

像の実現に向けて、実効性の高い取組の推進とともに、時代の変化に対応した柔軟な取組が必要です。 

各施策を計画的に取り組むことはもちろんですが、計画期間を通して特に力を入れて推進すべき取組

を定め、総合振興計画を効果的に推進していくことを目的に「リーディングプロジェクトを」設定します。 

 

２ 目標設定の考え方 

後期基本計画の５年間で特に力を入れて推進することから、設定する項目については、「町の課題」、

「町民のニーズ」「まちづくりワークショップでの意見」などを参考に、実現可能性も考慮して設定します。 

目標設定の数につきましては、３～５個を予定しています。 

 

３ リーディングプロジェクトの検討 

 

■取り組むべき課題 

１.こどもの成長を支えるとともに、子育て世代の住みやすいまちづくり 

２.生涯を通したウェルビーイング（※１）の向上 

３.安全・安心に暮らせるまちづくり 

４.緑豊かで住み続けられるまちづくりの推進 

５.デジタル技術への対応による効率的かつ持続可能な行財政運営 

 

■アンケート結果（ニーズ度：重要度－満足度、回答数 30 以上） 

1.空き家対策の推進（施策 21） 

2.地域医療体制の充実（施策 14） 

3.住民生活を支える計画的なインフラ整備（施策 28） 

4.快適で居心地の良い住環境の整備（施策 27） 

5.魅力ある雇用の創出（施策 24） 

6.地域の実情に即した公共交通網の確立（施策 29） 

7.質の高い学校教育の推進と教育環境の整備・充実（施策 7） 

8.安定した社会保障制度運営（施策 18） 

9.高齢者福祉の推進（施策 16） 

10.様々な災害に備えたまちづくり（施策 19） 

 

■まちづくりワークショップ（実現させたいまちの姿・アイディア） 

・産業・子育て・若者・高齢者が活躍でき、 

ふるさと愛を育みかがやけるまち（町民） 

・高齢者にやさしいまち、子育てにやさしいまちを協働で実現（町民） 

・ほんの小さな気づかいがあふれ出る“豊か”なまち（10 代） 

・杉戸の特産物店でにぎわうまち（10 代） 

・こどもたちひとりひとりが心ゆたかに育つまち（子育て世帯） 

・小さい街だからできる、きめ細やかなサポート（子育て世帯） 

・情熱のある人を応援するまち（事業所） 

資料 ８ 



2 

 

■前期基本計画の達成状況（「目標値を達成」が 50%未満の項目中、評価 D） 

未来像３ 生涯を通じて学び、郷土に愛着を持てるまち（22.2%） 

社会教育施設利用者数 

図書館の一人当たり貸出冊数 

体育施設利用件数 

未来像４ 自らの健康を守りながら安心して暮らせるまち（0.0%） 

がん検診受診率 

日常的に近所づきあいをしている人の割合 

地域の活動に参加している人の割合 

国民健康保険税収納率 

未来像５ 地域がつながり、安全で災害に強いまち（40.0%） 

地区防災計画策定率 

未来像７ 機能的で自然と調和した快適なまち（10.0%） 

東武動物公園駅東口通り線整備延長 

下水道水洗化率 

町内巡回バス利用者数 

住民一人当たりのごみ排出量 

ごみのリサイクル率 

杉戸町役場の CO２排出量 

未来像８ 信頼される行政運営を推進するまち（25.0%） 

未利用公有地面積 

附属機関委員の公募割合 

まちづくり支援制度新規支援件数（累積値） 

人権・男女共同参画に関する講演・研修への参加者数 

 

■杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

基本目標１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする 

基本目標２ 杉戸町への新しいひとの流れをつくる 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

              

「まち・ひと・しごと」リーディングプロジェクト 

・ひととしごとの好循環創出事業 

・東武動物公園駅東口通り線整備事業 

・中心市街地等の賑わい創出事業 

・認可保育所整備事業 

・学力向上プロジェクトの推進 

 



近隣各市町等のリーディングプロジェクト一覧

市町村名 区分 プロジェクト１ プロジェクト２ プロジェクト３ プロジェクト４ プロジェクト５

伊奈町 デジ田
1.雇用の安定や産業の活性化を
推進する
”はたらく”プロジェクト

2.まちの資源を生かし、関係人口
の拡大を図る
”にぎわい”プロジェクト

3.すべての人が希望をかなえ、活
躍できる地域をつくる
“あんしん”プロジェクト

4.すべての人が健康で元気な暮
らしを実現する
”いきいき”プロジェクト

5.デジタルの力で便利なまちを
つくる
”かいてき”プロジェクト

白岡市 総振 1.交通ネットワークの充実 2.農地利用の促進 3.行財政改革の推進

幸手市 総振
1.≪ひと≫
住み続けたい
まちプロジェクト

2.≪くらし≫
にぎわいのある
まちプロジェクト

3.≪まち≫
安全・安心で快適に暮らせる
まちプロジェクト

4.≪協働≫
ともに取り組む
まちプロジェクト

春日部市 総振
1.健康をはぐくむまちプロジェク
ト

2.子育て世代に選ばれるまちプ
ロジェクト

3.特徴を生かしたしごとを創出
するまちプロジェクト

4.地域力を高めるまちプロジェク
ト

5.安心安全で魅力あるまちプロ
ジェクト

越谷市 総振
新たな視点での危機管理
～リスクマネジメント・リスクコ
ミュニケーション～

新たな視点での行政サービスの
提供
～行政のデジタル化の推進～

所沢市 総振 1.絆を紡ぐまちづくり
2.子どもが大切にされるまちづ
くり

3.元気でいきいき”健幸長寿のま
ち”の実現

4.人と自然が共生するまち”エコ
タウン所沢”の実現

5.所沢ブランドの推進とまちの
活性化

1.DXによる市民生活の利便性向
上と新たな経済活動の創出

2.市民生活を支える将来を見据
えた都市基盤・社会資本の整備

3.元気で魅力的な産業の創出 4.親子の笑顔が輝くまちづくり
5.誰もが健康で活動し、支え合う
地域づくり

6.伝統文化とスポーツにより
人々が交流するまちづくり

7.安心して暮らせる安全なまち
づくり

8.ゼロカーボンシティを推進する
まちづくり

石岡市 総振
人口減少対策プロジェクト
~あなたの「希望」があるまち　い
しおか~

輝く「魅力向上」プロジェクト
~あなたの「推し」があるまち　い
しおか~

輝く「まち」プロジェクト
~あなたの「安心」があるまち　い
しおか~

輝く「暮らし」プロジェクト
~あなたの「活躍」があるまち　い
しおか~

輝く「ひと」プロジェクト
~あなたの「生きがい」があるまち
いしおか~

下妻市 総振
活き活きとかがやく
人づくりプロジェクト

地球にやさしく豊かな自然をまも
るプロジェクト

住民との協働による
自立したまちづくりプロジェクト

魅力を発信する
にぎわいと活力づくりプロジェク
ト

「にぎわい」 「安心」 「いきいき」

熊谷市 総振

 ３


